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十
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出
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定
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定
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報
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第

四五
ム
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号

昭
和
四
十
四
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
四
年
度
館
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
つ
い
て

号号

昭
和
仰
十
四
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

号

昭
和
四
十
四
年
度
館
山
市
休
養
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

号

昭
和
国
十
四
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
K
つ
い
て

号

安
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明
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の
提
出
に
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い
て

ー
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議
案
第
六
十
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第

五
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第

ーふ-
J、

議
案
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六
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六
号

程

第

七

議
案
第
六
十
七
号

程

l¥ 

議
案
第
六
十
八
号

第

程

第

議
案
第
六
十
九
号

九

程

第
十

r---̂--ーーー『
議 議 議 議
案 案 案 案
第第第第
七 七 七 七

+ +土士
号号号号

第

十

程

開

議

午

前

十

時

十

二

分

開

議

館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
プ

i
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
児
童
遊
園
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
制
定
に
フ
い
て

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

W
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
{
r
h
k
つ
い
て

館
山
市
水
退
色
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
わ
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定

K
つ
い
て

i

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
四
号
)

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
〈
第
二
号
)

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)

(
西
村
真
次
君
)

本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
三
名
、
と
れ
よ
h
y
第
三
田
市
議
会
定
例
会
第
二
自
の
会
議
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

(
七
)



本
自
の
議
事
は
か
手
も
と

K
配
付
の
日
程
表
に
よ

b
行
な
い
ま
す
。

ζ

の
際
議
事

K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
本
臼
の
日
程
mu
各
議
案
の
説
明
は
先
日
の
会
議
わ
か
り

K
終
っ
て
た
り
ま
す
の
で
、

ち

K
質
疑
エ
hJ
行
念
い
ま
す
。

。
議
長

議
題
と
い
た
し
ま
す
。

認
定
第
一
号

認
定
第
二
号

認
定
第
三
号

認
定
第
四
号

認
定
第
五
号

認
定
第
六
号

。
議
長

議

上

程

案

の

(
西
村
真
次
君
〉

日
程
第
て
認
定
第
一
号
乃
至
第
六
号
昭
和
国
十
郎
年
度
一
般
会
計
並
び

K
特
別
会
計
決
算
書
札

。

昭
和
殴
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
立
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
四
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
つ
い
て

昭
和
四
十
四
年
度
館
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
印
年
度
鎗
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
w
れ
つ
い
て

昭
和
明
+
四
年
度
鉱
山
市
休
養
施
設
作
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
卯
十
四
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

〈
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
癒
い
ま
す
。

念
公
、
発
言
の
と

h
u
b
k
は
ペ
ー
ジ
を
沿
一
示
し
く
だ
さ
る
よ
う
、

b
願
い
い
た
し
ま
す
。

!": 

〈
八
)

本
臼
は
直

一
括
し
て



動

議

。
二
五
番

と
の
際
動
議
を
提
出
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
田
村
源
治
郎
君
)

た
だ
い
さ
議
題
と
在
っ
て

h
v
b
ま
す
認
定
第
一
号
乃
至
第
六
号
昭
和
国
十
四
年
度
一
般
会
計
並
び

K
特
別
会
計
決
算
書
審
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
き
わ
め
て
慎
重
を
要
す
る
案
件
で
あ

b
合
す
の
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
期
間
守
本
定
例
会
の
会
期
中
と
し
、

審
査
を
付
託
さ
れ
ま
す
よ
う
、

と
と
に
議
会
運
営
協
議
会
を
代
表
い
た
し
き
し
て
議
事
進
行
の
動
議
を
提
出
い
た
す
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

左
念
、
委
員
の
教
は
十
名
と
い
た
し
を
し
て
、
選
任
の
方
法
は
議
長
、
監
査
委
員
、
を
除
い
て
議
長
の
指
名

K
よ
っ
て
選
任
し
て
い
た
だ
き

い
と
存
ず
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
、
申
し
上
げ
・
ま
し
て
満
場
の
御
賛
成
を
得
た
〈
ζ

ζ

k

b

願
い
す
る
次
第
で
あ
b
合
す
。

決

算

審

査

特

別

委

員

会

の

設

置

及

び

委

員

の

選

任

・

付

託

。
議
長

た
だ
い
ま
の
二
五
番
議
員
君
の
動
議
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

(
西
村
真
次
君
)

本
動
議
付
、
認
定
第
一
号
乃
至
第
六
号

K
つ
い
て
の
質
疑
令
打
ち
切
b
、
さ
ら
に
慎
重
審
査
の
必
要
上
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

と
れ

K

一
括
付
託
し
、
後
日
の
本
会
議
室
で

K
審
査
考
了
し
、
そ
の
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
を
求
め
る
。

左
必
、
そ
の
委
員
の
診
は
十
名
、
選
任

の
方
法
仕
前
例
に
な
ら
い
選
考
し
、
議
長
の
指
名

K
よ
る
と
い
う
ζ

止
で
あ
り
ま
す
。

訟
は
か
・
り
い
た
し
ま
す
。

ζ

の
動
議

K
御
異
議
あ
b
を
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

〈
九
)



。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(

一

O
)

御
異
議
在
し
と
認
め
設
す
。

ェ
っ
て
決
し
き
し
た
。

二
番
議
員

石

と
れ
よ
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

賀

六
番
議
員

E発

九
番
議
員

一
六
番
議
員

五

十

嵐

島

野

茂

樹

郎

君

国

力

君

一
九
番
議
員

井

苦毒

久
君

四
番
議
員

伊

多

朗
君

辺

七
番
議
員

博
君

白

熊

盛

太

郎

君

幣

一
四
番
議
員

ヨ

ネ

子

君

高
野
君

遠

山

昇
君

一
七
番
議
員

江

田

徳

太

郎

君

二
三
番
議
員

飯

義

田

以
上
十
名
を
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
に
指
名
い
た
し
さ
寸
。
と
れ
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

〈
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
岡
県
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
し
ま
し
た
。

-
た
だ
い
ま
決
を
さ
れ
ま
し
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会

K
認
定
第
一
号
乃
至
第
六
号
昭
和
四
十
四
年
度
一
般
会
計
並
び

K
特
別
会
計
決
算
書
も

あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

を
一
括
し
て
付
議
し
、
後
日
の
本
会
議
室
で
審
査
を
了
し
、
そ
の
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
を
求
め
る
よ
う
い
た
し
ま
す
@

と
れ

K
御
異
議

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

〈
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
在
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議

案

の

上

程~ 

~ 



。
議
長

ハ
西
村
真
次
君
〉

日
程
第
二
、
報
告
第
五
号
安
一
房
一
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し

ま
す
。

。

報
告
第
五
号

安
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

。
議
長

ハ
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

案

のー

上

程

議

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

日
程
第
三
、
議
案
第
六
十
三
号
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

。

議
案
第
六
十
三
号

館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

疑

応

答

質

。
番

ハ
嶋
田
石
蔵
君
)

と
の
条
例
の
第
五
条
、
老
人
ク
ラ
プ
。
満
六
十
歳
以
上
の
者
。

そ
の
他
付
添
人
等
市
長
が
適
当
と
認
め
た
も

の
。
と
れ
が
使
用
す
る
方
々
の
条
件

K
在
っ
て

h
g
b
ま
す
が
、
使
用
料
の
第
八
条
と
の
関
係
で
老
人
ク
ラ
プ
は
無
料
。
そ
れ
か
ら
こ
の
六
十

(
一
一
)



(

一

一

一

〉

た
だ
し
、
小
学
校
以
下
の
者
は
無
料
と
う
な
っ
て
沿
り
ま
す
が

と
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
と
と
で
意
味
す
る
も
の
は
た
ぶ
ん
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
外
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
場
合
は
ど
う
な
る

か
。
そ
れ
か
ら
八
条
の
第
二
項
の
一
日
五
十
四
と
い
う
の
も
と
れ
も
市
内
の
六
十
歳
以
上
の
者
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
不
う
と
思
う
が
、
市

歳
以
上
の
者
は
五
十
円
と
本
市
以
外
の
も
の
は
百
円
と
な
っ
て
訟

b
ま
寸
。

外
の
も
の
mu
場
合
は
ど
う
な
る
か
白
そ
の
う
ち
第
五
条
の
三
の
そ
の
他
付
添
人
等
市
長
が
適
当
と
認
め
た
る
も
の
と
い
う
も
の
わ
使
用
料
け

ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
点

K
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

。
福
祉
事
務
所
長

(
斉
藤
武
男
君
)

必
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
第
五
条
、
第
八
条
の
関
連
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
五
条
の
使
用
資
格
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
来
久
ク
ラ
ブ
、
満
六
十
歳
以
上
の
者
、
そ
の
他
付
添
人
等
市
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
は
市
内

の
六
十
歳
以
上
の
関
係
の
方
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
三
め
付
添
人
等
市
長
が
適
当
と
認
め
た
も
む
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と

れ
は
先
般
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と
な

b
、
hv
年
寄
り
が
け
が
が
あ
っ
て
は
念
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
と
と
で
家
族
の
者
が
付
添
い

K
行

っ
た
場
合
に
一
名
に
つ
い
て
は
と
の
段
階
で
は
料
金
を
い
た
だ
か
な
い
と
い
う
ふ
う
な
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
八
条
の
関
係
で
ど

ざ
い
ま
す
が
、
と
の
五
条
の
一
、
ニ
、
三

K
該
当
す
る
方
は
無
料
で
あ
ゐ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
た
だ
し
、
収
容
能
力
に
余
裕
が
あ

っ
た
場
合
同
れ
市
内
の
方
い
わ
ゆ
る
六
十
歳

K
達
し
乏
い
方
位
一
自
主
十
円
と
う
い
う
よ
う
念
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
館
山
市

K
住

所
を
置
か
な
い
市
外
の
方
付
夕
人
ク
ラ
プ
で
あ
ろ
う
が
、
六
十
歳
以
上
の
方
で
あ
ろ
う
が
一
日
百
円
ち
ょ
う
だ
い
し
た
い
と
い
う
よ
う
念
と

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
番

〈
値
阿
国
石
蔵
君
)
第
八
条
の
二
項
の
「
第
五
条
二
演
に
規
定
す
る
も
の
で
京
市
の
住
民
に
あ
っ
て
は
一
人
一
白
五
十
円
」
と
い
う

の
は
今
の
御
説
明
で
は
ム
ハ
十
歳
以
上
の
者
は
無
料
だ
と
い
う
ふ
う

K
伺
い
ま
し
た
が
川
と
れ
で
は
五
十
円
と
い
う
と
と
に
な
る
ん
で
は
老
い

で
す
か
。
再
質
問
し
を
す
。

。
福
祉
事
務
所
長

会
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
と
の
五
条
の
て
二
、
三
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
八
条
の
「
使
用
料
は

(
斉
藤
武
男
君
)



こ
と
は
‘
先
日
の
説
明
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
者
は
六
十
歳
以
上
わ
人
で
た
し
か
六
三
%
ぐ
ム
い
と
記
憶
し
7
b
h
y
空
す
が
、

訟
と
わ
三

私
は
こ
わ
突
の
中
で
第
二
条
の
名

第
五
条
第
一
一
旗
各
号
」
と

?h
こ
と
で
ど
ざ
凶
杢
ナ
。

そ
れ
で
、

二
項
の
「
収
容
能
力
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
前
市
桐
に
規
定
す
る
も
の
以

外
の
も
の
に
使
用
z

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
内
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
わ
で
、

本
市
の
住
民
k
b
h
づ
て
は
一
人
一
日
系
肖
と
い
う
ζ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
本
市
の
住
民
で
ま
い
市
外
の
方
は
一
人
一
日
百
円
と

W
A
-
-
ζ
ξ

で
ど
ざ
…
円
安
ナ
c

u 

〈
一
垣
間
川

LE喝

D
ま
し
て
、
非
常
に
市
民
一
成
の
方
が
非
常
に
喜
ん
で
な
っ
て
敬
意
を
表
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

)1、
後

正
若
)

今
の
間
趨
と
多
少
重
複
す
る
点
が
彦
九
J

向
か
と
思
い
設
す
が
、
今
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
に
彦
た

称
を
「
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る
と
か
-
D
ま
す
が
、

と
れ
は
非
常

K
よ
〈
わ
か
る
の
で
あ

b
ま
す
が
、
現
状
で
は
，
老
人
ク
ラ
プ

結
成
さ
れ
て
か

D
交
ナ
が
、

一
部
・
で
は
老
人
会
と
山
川
町
名
称
そ
の
も
何
で
、

私
は
ま
だ
子
供
が
成
人
し
を
日
U
K
か、

よ
い
婿
が
友
〈
て
る
と

が
か
た
ま
ら
な
凶
か
ら
と
か
の
理
由
で
も
つ
で
、

な
れ
が
働
か
れ
ば
家
の
経
営
が
で
昔
、
を
い
mr

だ
と
M

A

P

で
老
人
に
は
ま
だ
念

b
き
れ
ま

い
の
だ
と
同
う
ふ
A

な
む
け
で
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
念
日
目
人
が
相
当
見
受
付
ら
れ
る
現
状
で
あ
-
D
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
は
第
二
条
の
館
出
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
か
ら
老
人
だ
け
を
取
っ
て
館
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
に
原

案
を
修
正
で
き
念
い
だ
ろ
う
か
と
い
A
r

こ
止
で
ど
ざ
い
ま
す
。

念
ぜ
か
と
中
し
主
す
と
。

第
五
条
第
二
項

κ
は
、
収
容
能
力
に
余
裕
が
あ
る

と
き
は
、

弟
一
一
演
に
規
定
す
る
も
わ
以
外
で
も
本
市
わ
住
民
一
人
五
十
円
、
士
市
外
mu

方
陀
は
百
円
、
小
学
生
以
下
は
無
料
で
使
用
さ
ぜ
空
す

と
出
う
こ
と
が
ど
ざ
い
交
ず
れ
で
、

吃
と
え
は
、

本
市
住
民
止
は
青
壮
年
を
さ
す
で

4
e
p
a
-
し
、
主
え
白
た
つ
で
申
FWD-ま
す
小
学
生
は
も
ち

そ
ん
無
料
で
ま
る
と
山
山
内
f
ζ

と
で
ご
り
4
4
A
す
の
で
、
政
二
条
mr

名
称
か
ム
乏
人
mv
字
句
を
取
っ
た
か
ら
と
加
つ
で
争
え
て
説
明
が
不
可
能
と

は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ

b
ま
す
。
条
例
で
は
っ
き
り
六
十
歳
以
上
の
者
が
主
と
し
で
こ
れ
は
使
用
す
る
わ
だ
と
い
ち
こ
と
が
ζ

の
粂
倒

で
裁
定
さ
れ

T
h
u
る
お
げ
で
あ
り
4
1

ず
か
ム
さ
し
っ
か
え
た
い
と
思
内
の
で
御
検
討
願
仇
た
加
と
い
内
わ
打
で
ど
ざ
い
円
唱
す
す
。
と
申
し
乏
す

七
%
と
加
う
六
十
歳
以
上
わ
方
た
ち
は
、

hz
そ
ム
〈
さ
っ
き
中
し
上
げ
交
し
た
と
の
人
吃
ち
に
該
当
す
る
ん
で
は
を
い
か
。

ζ

A
，
M
Z
円
ふ
う

ハ
一
一
ニ
〉



〈
一
四
)

K
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ

b
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
し
て
も
と
う
い
っ
た
と
と
討
ど
う
だ
ろ
う
か
。

と
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。理

由
の
第
一
点
と
い
た
し
、
ま
し
て
は
、

五
条
二
項
が
多
少
で
も
織
り
込
骨
ふ
れ
た
感
じ
が
す
る
の
で
結
在
い
か
と
い
う
気
が
す
る
わ
け
で
す
。

第
一
二
点
は
名
称
を
短
か
〈
す
ふ
と
と
に
よ
っ
て
非
常
陀
呼
び
や
す
く
左
る
の
で
は
な
い
か
。
素
人
福
祉
包
セ
ン
タ
ー
で
は
会
〈
て
館
山
市
祷
祉

セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
と
に
念
れ
ば
非
常

K
呼
び
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
第
三
点
結
名
称
を
か
え
る
と
と
に
よ
っ
て
非
常
に
親
し
み
ゃ
す
〈

な
る
の
で
け
な
い
か
。
と
れ
は
私
の
個
人
的
見
解
か
も
し
れ
空
ぜ
ん
が
、

そ
う
い
う
考
え
で
訟
ゐ
わ
付
で
ど
ざ
い
ま
す
。
第
四
点
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
運
営
方
針
の
内
容

K
コ
い
て
は
何
ら
影
響
す
る
と
と
ろ
が
た
い
か
ら
ど
う
だ
λ

う
か
。
第
五
点
は
芳
人
ク
ラ
ブ
と
部
落
会
の
名

称
Lι

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
か
る
0

4

凡
と
え
ば
寿
会
と
か
米
寿
会
と
か
い
う
会
が
歩
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
と
う
い
う
会

の
名
称
を
つ
け
た
か
ら
と
い
っ
て
国
及
び
県
か
ら
の
助
成
と
し
て
や
信
り
補
助
対
象
に
宏
っ
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。
そ
う
い
う
意
味

か
ら
し
て
も
と
う
い
っ
た
と
と
も
御
考
慮
願
え
4
4
ぜ
ん
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
寸
。
課
長
さ
ん
の
御
意
見
で
き
れ
ば
市
長
さ
ん
の
御
意

見
も
h
u
伺
い
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
市
長

(
本
間

譲
君
)

た
だ
い
ま
黒
川
さ
ん
の
御
質
問
は
そ
う
い
う
ふ
う

κ
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
唱
し
て
、
私
ど
も
が
老

人
ク
ラ
プ

K
い
き
を
す
と
や
は
hJ
中
で
伐
老
人
と
い
う
ζ

と
付
実
際
に
者
ら
う
人
も
ど
ざ
い
全
す
。
し
か
し
と
れ
は
、
来
人
と
い
う
も
の
争

大
事
K
し
よ
う
と
い
う
と
と
を
打
ち
出
し
て
こ
の
施
策
が
厚
生
省
付
じ
め
や
っ
て
必
み
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
、
私
は
や
っ
ぱ

b
老
人
を

大
事
に
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
し
・
ま
し
て
も
、
老
人
と
い
う
も
の
を
入
れ
た
ほ
う
が
は
っ
語
、
.
り
し
て
、

と
の
セ
ン
タ
ー
は
芳
人
考
や
る
と
と

が
主
体
で
す
か
ら
使
わ
を
い
と
き
が
あ
れ
ば
他
町
村
の
人

r
も
老
人
で
念
い
方
で
も
五
十
戸
取
っ
て
使
っ
て
頂
〈
と
い
う
と
と
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
た
だ
し
書
き
で
す
ね
。
本
来
討
老
人
を
大
事
に
し
て
余
生
を
じ
っ
〈
め
健
康
で
楽
し
〈
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
う
い
う
趣
旨
で
や

っ
て
が

b
を
す
か
ら
、
と
め
際
老
人
と
い
う
と
と
を
消
さ
左
い
ほ
う
が
私
は
い
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
う
。
あ
在
た
の
h
u

っ
し
ゃ
る
と
と
も



銘
打
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
で
は
な
い
か
。

と
れ
は
厚
生
省
で
も
老
人
福
祉
と
い
う
と
と
で
と
れ

K
対
し
て
も
助
成
し
て
い
ま
す
し
、
県
の
ほ

私
も
わ
か
り
ま
す
。

わ
か

b
ま
ナ
け
れ
ど
も
、
私
も
老
人
の
部
で
す
よ
。
老
人
と
い
わ
れ
る
と
、
か
じ
い
さ
ん
と
い
わ
れ
る
と
、
孫
が
い
う

〆

す
の
で
、
黒
川
さ
ん
の
か
っ
し
ゃ
る
と
と
も
私
は
一
理
あ
る
と
思
い
を
す
け
れ
ど
も
、

ぜ
ひ
ひ
と
つ
素
人
と
い
っ
て
い
や
が
ら
れ
る
人
も
あ

の
だ
か
ら
、
孫

K
す
れ
ば
た
い
へ
ん
親
し
み
ゃ
す
い
い
い
と
と
ば
で
す
か
ら
ど
う
と
う
あ

b
空
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
き
ら
い
が
実
際

は
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
公
の
機
関
ξ
し
て
や
る
場
合

K
は
老
人
を
大
事
陀
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

b
ま
す
か
ら
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

う
で
も
助
成
金
が
出
て
や
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
う
た
わ
左
く
て
も
内
容

K
書
い
で
あ
る
か
ら
と
い
い
を
す
け
れ
ど
も
、
広
い
意
味
K
、
ι
t

き
を
し
て
は
、
老
人
尊
重
と
い
う
老
人
の
た
め

K
つ
〈
っ
た
と
い
う
と
と
が
す
ぐ
わ
か
h

や
す
い
点
も
あ
っ
て
大
衆
の
方
が
市
で
も
園
、

県
で
も
大
事
に
す
み
か
ら
わ
れ
わ
れ
も
大
事
に
し
左
け
れ
ば
左
ら
ぬ
と
い
う
と
と
に
も
つ
左
が

b
は
し
を
い
か
と
い
う
考
え
方
で
ど
ざ
い
ま

り
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
通
常
老
人
は
老
人
で
す
か
ら
必
認
め
願
い
た
い
。

こ
う
考
え
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
i¥. 
番

ハ
黒
川

正
君
)

市
長
さ
ん
の
沿
っ
し
ゃ
る
と
と
も
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
が
、
老
人
と
い
わ
れ
ま
寸
と
、

b

h
ぼ
れ
と
い
う
感

じ
に
念
っ
て
因
る
の
で
、
気
分
的

K
現
実
防
れ
は
さ
っ
き
申
し
上
げ
ま
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
ま
だ
入
ら
を
い
の
だ
と
が
ん
ば
っ
た
人
が
好
る

ょ
う
念
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
長
さ
ん
の
会
っ
し
ゃ
る
よ
う

K
趣
旨
が
そ
う
4

叫
ん
だ
と
い
う
こ
ど

K
は
間
違
い
な
い
で
し
工
う
け
れ

ど
も
、
た
だ
、
余
裕
が
あ
る
か
ら
に
は
こ
の
人
た
ち
に
は
五
十
円
、
小
学
生
は
無
料
で
使
わ
せ
る
ん
だ
と
い
う
気
持
が
そ
と

K
あ
る
。
そ
れ

を
多
少
で
も
現
わ
す

K
は
何
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
と
-
な
る
ん
で
は
会
い
か
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
さ
す
。
し
か
し
ほ
か

K

ど
う

K
も
な
ら
治
と
い
う
の
な
ら
ど
う
と
う
と
い
う
と
と
は
ど
ざ
い
を
せ
ん
の
で
、

ζ

れ
に

-P
い
て
質
問
を
打
ち
切
b
を
す
。

。
ニ
O
番

(
中
村
省
吾
君
〉

ζ

の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
私
は
福
祉
施
設
の
貧
困
左
本
市

k
b
き
宣
し
て
、

と
う
い
う
も
の
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
と
'
と
だ
と
思
つ
て
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
せ
っ
か
〈
で
き
ま
し
た
乙
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
す
が
、
内
容

を
み
て
み
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
使
用
に
あ
た
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
老
人
の
方
々
の
款
談
の
場
と
か
、
あ
る
い
は

ν
ジ
ャ
ー
の
場
に

ほ
と
ん
ど

(
一
五
)



(

一

ム

ハ

)

限
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
施
設
内
容
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
現
状
そ
う
い
う
と
と
で
も
け
っ
と
う
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
将
来

を
考
え
ま
し
た
と
き
に
老
人
の
方
々
が
た
だ
と
と
に
集
空
フ
て
必
湯
花
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
仲
間
ま
話
し
合
っ
て
、
あ
る
い
は
広
間
k

b
い
て

同
開

b
念
ん
か
安
楽
し
む
。
そ
れ
も
け
っ
と
う
で
ど
ぎ
加
を
す
。

と
と
ろ
が
、
素
人
の
労
々
に
も
い
ろ
い
ス
-
C
方
々
が
必
ら
れ
て
中

K
低
年
取

っ
て
自
分
は
若
い
間
で
告
な
か
っ
た
趣
味
を
生
か
そ
う
o

私
は
少
し
か
ら
だ
が
楽
に
念
っ
た
か
ら
若
い
頃
や
り
か
け
た
趣
味
争
も
う
少
し
打

ち
込
ん
で
み
よ
う
。
そ
う
い
う
方
々
も
先
〈
ざ
ん

b
ら
れ
み
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
々
の
た
め

K
具
体
的

K
均
し
上
げ
ま
す
な
ム
，
ば
、

絵
が
好
き
だ
。
絵
を
書
き
た
い
。
あ
る
い
は
ま
た
手
芸
が
や
っ
て
み
売
い
と
か
、
ゅ
に
は
書
道
に
打
ち
込
ん
で
み
た
い
と
か
、
唱
す
た
工
芸
品
、

そ
の
他
を
手
が
け
て
み
た
い
。
そ
う
い
う
老
人
の
方
も
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
進
国
等
に
沿
い
て
は
す
で
に
手
ろ
い
う
場

を
つ
く
っ
て
十
分
活
用
し
て
む
あ
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
と
思
h
Lま
す
。
し
た
が
っ
て
、

と
う
い
う
よ
う
宏
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
も
け
っ
と
う
で

ど
ざ
い
全
寸
が
、
そ
れ
だ
け

K
限
ら
ず
に
本
当
に
老
人
方
が
個
人
の
生
き
た
趣
味
を
生
か
し
て
い
〈
場
4
7
将
来
均
し
い
と
思
う
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
ぞ
う
い
う
施
設
を
増
築
し
、
そ
う
い
う
よ
う
を
室
わ
あ
る
程
度
わ
器
具
も
そ
ろ
え
て
、
ぞ
う
し
て
本
当
に
心
脅
い
や
す
、
趣
味
争

生
か
す
と
い
う
よ
う
な
場

K
も
使
つ
で
い
〈
と
い
う

Z
う
な
計
画
が
会
あ
り
か
ど
う
か
。
一
そ
わ
『
点
の
と
と
争
、
h
M

聞
か
ぜ
願
h

た
い
と
患
い
ま

す。

。
市
長

(
窓
間

議
君
)

た
だ
い
ま
中
村
議
員
き
ん
の
会
話
し
非
常
に
け
っ
と
う
だ
と
思
い
き
す
が
、

を
だ
そ
と
ま
で
仕
計
画
を
立
て

て
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
と
の
福
批
セ
ン
タ
ー
社
大
広
間
が
大
体
百
畳
ぐ
ら
い
で
す
か
、

そ
れ
か
ら
十
二
畳
ぐ
ら
い
の
室
が
三
つ
ど
ざ

い
宮
す
し
、
そ
う
い
う
室

K
よ
っ
て
そ
う
h
う
趣
味
を
生
か
ナ
と
と
も
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
必
り
ま
す
が
、
別
に
建
物
を
建
て
た

hve

色
は
ん
か
と
h
う
計
贋
は
ま
だ
立
て
て
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
老
人
の
方
々
の
御
意
向
か
聞
き
ま
し
ず
み
う
い
う
趣
味
の
方
が
あ
れ
ば

現
在
め
室
を
剰
用
し
て
そ
と
で
や
れ
る
も
の
ば
ゃ
う
て
い
た
だ
き
た
い
。
伺
っ
て
み
、
き
し
て
、
ぞ
れ

K
対
し
て
要
望
者
が
あ
れ
ば
設
備
を
中

K
す
る
と
い
う
よ
う
な
と
し
ζ

で
お
れ
ば
ヂ
の
設
備
も
い
た
し
た
い
。
要
性
、
老
人
の
方
々
に
ち
ょ
い
ち
ょ
い
集
ま
っ
て
い
た
庁
き
ま
寸
か
ら
、



間
と
い
う
も
め
ば
朝
出
何
時
か
ら
始
め
て
何
時
ま
で
で
ー
泌
b
だ
と
い
う
と
と
が
大
体
か
-
る
と
思
い
ま
す
が
、

と
れ
は
第
十
一
条
の
こ
の

F

粂
例

。
今
の
中
村
議
員
さ
ん
の
よ
う
在
趣
旨

K
よ
っ
て
ま
た
聞
い
て
み
ま
し
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
や
り
た
い
と
考
え
て
会
り
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
粂
例
は
非
常
に
け
っ
と
う
に
思
い
ま
す
が
、
突
は
、
営
業
と
い
う
と
訟
か
し
い
ん

1m 

香

(
「
廿
中
禄
郎
君
)

で
す
が
、
毎
週
月
恥
曜
日
と
か
、
国
一
民
の
祝
臼
の
翌
日
と
か
い
う
ζ

と
が
忘

b
ま
す
が
、
時
間
の
設
定
と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
時

K
つ
い
て
別
に
市
長
か
定
め
る
と
い
う
ふ
う
な
条
例
が
出
て
沿

D
ま
す
が
、

と
れ
に
該
当
す
る
わ
け
左
ん
で
寸
か
。

。
福
祉
事
務
所
長

(
斉
藤
武
男
君
)

h

v

h

合
え
申
し
上
げ
ま
す
し

時
間
は
先
般
の
説
明
で
申
し
上
げ
た
と

b
b
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

応

九
時
か
ら
凶
時
半
ま
で
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
じ
品
川
副
の
段
階
で
と
の
運
営
を
定
め
て
参

b
た
い
と
h

う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

他
に
御
質
設
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

採

決:

o 
議
長

(
西
村
真
次
沼
)

-
訟
は
か
わ
y

い
え
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
b
ま
せ
ん
か
。

(
一
士
)

(
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

沿
は
か
h
一
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原

J

ピ
試
の
旭

b
可
決
す
る

K
御
英
議
あ
hd
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

。
議
長

(
匠
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
原
案
。
通
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



〈
一
八
)

議

案

の

上

程

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

臼
程
第
四
、
議
案
第
六
十
凶
号
鉱
山
市

y
i
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
議
題

と
い
た
し
ま
す
。

。

質

疑

応

答

議
案
箆
4
f

十
山
号

館
山
市
プ
ー
ル
。
設
量
及
び
管
型
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
フ
い
て

。
五
番

(
石
井

正
君
)

少
々
伺
い
ま
す
が
、

第
三
条
の
管
理
で
す
け
れ
ど
も
、

条
例
の
と
と
は
は
非
常
に
き
れ
い
な
ζ

と
は
で
す

;a; 
、

「
常
に
良
好
念
状
態
」
と
い
う
と
具
体
的
に
ど
ん
念
ふ
う
に
む
考
え
陀
在
っ
て
ゐ
ら
れ
る
か
。
そ
れ
と
関
連

t
ま
し
て
第
点
粂
の
一
一
局

の
「
公
益
を
警
し
秩
序
を
乱
す
」
と
い
う
と
と
は
具
体
的
に
F
ん
授
と
と
を
》
考
え
陀
な
っ
て
た
ら
れ
る
か
。

そ
れ
か
ら
、
最
後
の
使
用
時
間
と
料
金
と
の
関
係
で
す
が
、
備
考
の
第
四
、
昼
間
は
わ
か
る
ん
で
す
が
、

「
昼
夜
間
と
は
、
後
射
を
闘
始

し
た
と
き
か
ら
二
十
山
際
聞
を
経
過
す
る
と
き
」
と
い
う
こ
と
で
す
が

具
体
的
に
ど
ん
授
と
と

K
な
れ

J

ま
す
か
。

ち
ょ
っ
と
と
と
は
か
か

か
ら
乏
い
も
の
で
す
か
ら
具
体
的
在
面
を

。
保
健
体
育
課
長

(
川
上
院
賞
爾
君
)

松
山
会
F

え
申
し
上
げ
ま
す
。
第
三
条

k

b
一
示
し
い
た
し
ま
し
た
「
良
好
危
状
態
」
と
い
う
と
と
の
共

体
的
左
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

か
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
特

K
プ

i
ル
用
水
C
水
の
管
理
と
い
う
と
と
を
最
優
先
に
考
え
て
参
h
J
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
む

き
ず
一
番
大
事
な
の
は
、
遊
泳
者
が
安
全
で
し
か
も
き
れ
い
な
水
の
中
で
泳
げ
る
と
い
う
状
態
で
め
る
う



そ
れ
が
第
一
点
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
・
水
の
管
理
の
中
で
も
い
わ
ゆ
る
雑
菌
等
の
滅
菌
が
完
全
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
状
態
と
同
時

K
水
湿
の
保
持
と
い
う
と
と
が
管
理
の
上
で
は
非
常
に
大
事
で
は
た
い
か
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
残
留
塩
素
の
量
を

常

k
r
か
る
と
い
う
と
と
と
、
水
湿
の
保
持

K
つ
き
ま
し
て
は
十
分
な
管
理
を
し
て
参

b
た
い
。

そ
れ
か
ら
安
全
管
理
の
面
で
は
、
特
に
監

督
、
監
視
と
い
う
点
の
徹
底
を
肘
か
る
ム
間
隔
に
付
が
の
念
い
よ
う
に
事
敢
の
を
い
よ
う
念
醤
事
守
本
ん
に
考
え
工
参

b
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
さ
ら
に
段
、
室
内
の
何
生
管
制
措
面
で
持
K
更
衣
室
だ
と
か
、
あ
る
い
は
便
所
だ
と
か
シ
ャ
ワ
ー
室
と
か
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド

ο衛
混
と

い
う
よ
う
な
函
も
十
分
考
え
て
い
か
な
げ
れ
は
4

な
ら
な
い
。

ζ

う
い
う
よ
う
念
事
柄
が
重
点
止
し
て
特

K
管
理
を
し
た
状
態
、
と
れ
を
良
好

念
状
態
と
い
う
ふ
う

K
考
え
て

h
u
b
ま
す

d

そ
れ
か
ら
、
第
五
条
の
「
公
益
を
官
官
し
、
ま
た
は
秩
序
を
乱
す
」
と
い
う
と
と
の
具
体
的
な
事
例
ー
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
特
に

危
険
念
も

-pmL
ょ
う
4
4

も
の
を
持
参
し
て
プ
i
ル
で
泳
い
で
け
が
を
さ
せ
る
と
か
、

あ
る
い
は
大
声
を
出
し
て
み
ん
な
の
迷
惑

K
な
る
と
か

い
う
よ
う
念
事
柄
の
な
い
よ
う

K
と
い
う
と
と
が
具
体
的
な
事
例
と
い
え
ば
そ
う
い
う
よ
う
左
ζ

と
υ
そ
れ
か
ら
も
う
一
コ
、
明
ら
か
に
伝

染
性
の
疾
患
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
と
息
わ
れ
る
方
む
遊
泳
、
入
場
と
い
う
よ
う
な
と
と

K
つ
い
て
は
や
は

b
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
乏
い
か
と
い
う
ふ
う

K
考
え
て

h
w
b
弐
す
。
と
れ
が
具
体
的
な
事
例
で
ど
ざ
い
ま
す
ο

そ
れ
か
ら
、
備
考
の

wm併
に
「
使
崩
を
開
始
し
た
と
き
か
ら
二
十
山
時
間
を
経
過
し
た
と
き
」
と
い
う
の
は
具
体
的

K
ぷ
泳
の
強
化
合
宿

等
で
ム
品
安
審
J

とい

2
ち
車
客
K
、
朝
か
ら
翌
ほ
@
弱
ま
で
そ
ζ

で
寝
泊
ま

b!を
す
る
と
か
い
う
よ
う
を
犠
合
も
想
定
し
ま
し
て
、
昼
夜
凶

と
い
う
ふ
う
に
b
示
し
を
申
し
上
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
υ

。
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
〉

一
点
だ
け
b
聞
き
し
て
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
条
使
用
料
。
減
免

K
つ
い
て
で
す
け
れ
ど
も
、
使

用
料
を
減
免
を
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
ど
う
い
う
よ
う
な
と
き
に
通
当
と
認
め
ア
あ
の
か
、

大
体
予
想
さ
れ
る
点

K
コ
い
て

む
伺
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
教
科
と
し
て
主
徒
さ
ん
が
先
生
に
引
率
さ
れ
て
行
つ
℃
使
用
す
る
と
h

う
よ
う
な
場
合
は
ど

(
一
九
)



(二

O
)

う
在
る
か
。
あ
る
い
は
ス
イ
ミ
Y

グ
ク
ラ
ブ
と
い
う
ん
で
す
か
、
そ
う
い
う
ク
ラ
ブ
で
継
続
的

K
練
習
売
す
る
と
い
う
よ
う
左
と
止
に
念
ら

念
い
と
実
際

K
効
果
が
あ
が
ら
ぬ
と
い
う
と
と
に
な
り
主
す
し
、

な
ぞ
ら
く
そ
う
い
う
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
と
き
に
は
手
司
い
う
形
K
念
る
と
思

い
ま
す
が
、
規
定
の
料
金
を
払
り
と
い
う
と
と
に
念

b
-ま
す
と
、
年
聞
を
通
ず
ふ
と
相
当
高
額
の
も
の

K
念
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
場
合

K
は
ど
う
を
る
の
か
。
私
は
一
っ
か
二
つ
し
か
考
え
ら
れ
左
い
ん
で
す
が
、
減
免
さ
れ
る
場
合
m

と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
と
と
を
》

考
え

K
在
っ
て
い
る
か
、

hv
開
か
せ
を
い
た
だ
、
喬
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
保
健
体
育
課
長

〈
川
上
賢
爾
君
)

た
だ
い
ま
島
野
議
員
さ
ん
が
必
っ
し
ゃ
ら
れ
た
小
、
中
学
生
が
組
織
的
に
水
泳
教
室
と
い
う

目

的
を
持
っ
て
皆
泳
の
笑
を
上
げ
て
い
く
'
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
と
う
い
う
場
合
は
や
は
り
当
然
減
免
の
対
象

k
し
て
考
え
て
参

b
岳
山
い
。

そ
れ
か
ら
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
結
成
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
の
場
合
は
現
状
と
い
た
し
を
し
て
は
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
脊

結
成

し
た
場
合
は
普
通
は
ク
ラ
ブ
必
加
入
金
を
取
っ
て
ヂ
う
し
て
そ
れ
で
指
導
者
が
ヂ
の
ク
ラ
ブ
の
方
々
争
引
率
し
て
市
営
プ

i
ル
の
使
用
と

い
う
よ
う
な
形
に
念
っ
て
い
る
の
が
通
常
②
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
プ
の
活
動
の
実
態
で
は
念
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
小
、
ム
中
学
生

の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
か
、
あ
る
い
は
母
と
子
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
か
い
う
よ
う
な
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
目
的
、
あ
る
い
け
か
ら
一

だ
づ
く
h

の
目
的
そ
う
い
う
も
わ

K
合
致
し
て
た
っ
て
、
し
か
も
組
織
的
に
正
し
い
責
任
者
、
指
導
者
が
、

つ
い
て
と
ら
れ
た
よ
う
念
場
合

も
考
え
て
い
か
授
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
乏
い
か
左
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
直
接
水
泳
教
室
だ
と
か
、
あ
る
い
は

水
泳
卑
草
者
養
成
等

φ
講
習
会
だ
と
か
、
参
ム
引
い
は
選
ヰ
J

養
成
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
強
法
語
と
う
い
号
ょ
う
倉
と
と
が
発
足
与
れ
辛
子
が
、
手
れ
は
そ
の
時
向
、
に
な

い
で
申
請
の
段
階
で
適
当
L
乙
認
め
た
と
い

2ぎ
集
長
が
係
先
手
?
い
う
よ

2
と
と
で
考
ろ
李
P
だ
い
自
u
っ
て
す
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
寸
。

(
中
村
省
吾
君
)
冬
期
の
場
合
午
後
五
時
ま
で
で
閉
鎖
す
る
わ
け
で
す
が
、
午
前
九
時
使
用
開
始
と
い
う
時
間

r
会
つ
て
ゐ

0 
香

。
b
ま
す
が
、
と
の
場
合

K
冬
期
午
後
五
時

K
閉
鎖
し
て
翌
日
適
温
言
で

K
水
温
を
上
げ
る
の

K
と
の
ボ
イ
ラ
ー
は
ど
の
〈
ら
い
時
間
が
か
か

る
の
か
、
前
日
五
時
空
で
使
用
し

τ
が
っ
て
翌
朝
九
時
に
使
用
さ
せ
る
た
め

K
け
ど
の
〈
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
か
。

と
れ
が
一
点
。

‘巴，



(
一
一
一
)

そ
れ
か
ら
、
合
宿
所
の
利
用
と
れ
は
特

K
四
季
を
通
じ
て
大
体
ど
の
く
ら
い
の
合
宿
脅
予
想
し
て
い
る
か
。

ま
ず
二
点
。

。
保
健
体
育
課
長

(
川
上
賢
爾
君
)

実
際
に
や
っ
て
み
乏
い
と
左
か
念
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
‘
算
術
的
に
四

O
万
キ
ロ
カ
ロ
リ

十
七
、

i
必
要
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
六
時
頃
に
た
い
て
大
体
三
時
間
か
九
四
時
間
ぐ
ら
い
ポ
イ
弓
ー
を
た
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
体
ニ

八
度
ぐ
ら
い
ま
で
上
げ
ら
れ
る
久
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
予
想
を
現
在
の
と
と
る
持
っ
て
た

b
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
合
宿
所
の
使
用
に
つ
き
ま
し
て
ど
の
程
度
予
想
さ
れ
る
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
は
市
内
の
特

K
国
体
を
ひ

か
え
ま
し
て
、
水
泳
の
指
定
選
手
が
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
っ

と
の
指
定
選
手
の
強
化
合
宿
と
い
う
の
が
当
然
ま
ず
予
想
さ
れ
る
と
と
ろ

。
二
O
番

(
中
村
省
吾
君
)

そ
と
で
、
合
宿
の
場
合
げ
れ
は
、
い
ろ
い
九
一
今
の
課
長
の
説
明
に
工
句
-
ま
し
で
も
ピ

l
ク
K
4は
る
と
相
当
の

で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
千
-
美
県
水
泳
連
盟
が
選
手
強
化
♂
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、
県
北
と
泉
南

K
分
け
て
選
手
強
化

を
し
て
い
〈
と
い
う
場
合

K
、
千
葉
県
の
指
定
選
手
を
泉
北
と
泉
南

K
分
れ
た
場
合

K
県
南
は
館
山
の
温
水
プ
ー
ル
を
使
う
と
い
う
よ
う
念

と
と
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
都
内
の
大
学
あ
る
い
は
高
等
学
校
の
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
合
宿
と
い
う
よ
う
左
と

と
に
も
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う

K
考
え
て
か

b
ま
寸
。
現
在
の
と
と
ろ
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

合
指
が
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ピ

l
ク
時
に
は
こ
一
グ
ル
ー
プ
乃
至
四
グ
ル
ー
プ
ぐ
ら
い
〈
る
か
も
わ
か
ら
左
い
。
そ
う
し
た
場

合
に
一
組
だ
け
で
を
〈
複
数
で
合
宿
し
た
場
合
に
ま
ず
時
間
帯
を
設
け
升
引
け
れ
ば
念
ら
在
い
。

と
れ
け
当
然
で
ど
ざ
い
ま
す
。
あ
た
り
ま
え

で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
昼
夜
間
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
夜
間
と
れ
を
使
用
し
て
在
》
か
つ
合
宿
と
い
う
相
場
合

W
は
九
時
ま
で
に
hu
そ

ら
〈
使
用
す
る
面
が
あ
る
ん
で
は
在
い
か
と
思
い
ま
す
。
合
宿
十
る
と
実
際
わ
場
合
財
れ
そ
う
い
う
と
と
が
現
実
問
題
と
し
て
一
つ
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
に
加
え
て
そ
の
聞
を
ぬ
っ
て
合
宿
以
外
の
他
で
使
用
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
う
い
う
場
合
で
す
と
当
然
九
時

か
ら
五
時
ま
で

φ
間

K
使
用
寸
る
。
そ
れ
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
合
宿
の
も
の
は
そ
の
聞
に
在
る
と
五
時
後
夜
間
、
九
時
前

K
使
用
す
る
可

能
性
も
出
て
く
る
0

時
間
帯
の
上
か
ら
。

こ
れ
は
運
営
の
簡
で
何
と
か
左
h
J
Aま
す
が
、

そ
と
で
問
題
に
た
ふ
わ
け
、

ボ
イ
ラ
ー
の
三
時
間
か



r町、

一一、、J

ら
四
時
間
ぐ
ら
い
、

や
っ
て
み
授
け
れ
ば
わ
か
ら
左
い
と
い
う
け
れ
ど
も
、
私
も
竺
一
時
間
か
ら
四
時
間
ぐ
ら
い
最
低
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、

ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
一
人
で
勤
務
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。
夜
間
使
用
し
て
そ
う
し
て
き
た
六
時
頃
か
ら
起
き
て

や
ら
左
け
れ
ば
念
ら
在
い
と
い
っ
た
場
合
同
札
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
一
人
で
続
〈
か
、

そ
の
点
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
と
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
の
点
い
か
が
で
ど
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

。
保
健
体
育
課
長

(
川
上
賢
爾
君
)

夜
間
の
使
用
と
九
時
前
の
使
用
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
条
例

K
規
定
さ
れ
た
使
用
時
間
と
い
う
よ
う

4

は
も
の
を
守
っ
て
い
た
だ
〈
よ
う
に
し
み
パ
い
。
と
い
う
の
は
、
合
宿
を
す
る
場
合
で
も
や
は
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
か
そ
の
他
の
学
習
の
時
間

等
も
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
夜
間
は
水
泳
を
す
る
と
い
う
と
と
よ

b
も
む
し
ろ
ゐ
互
い
の
疲
労
を
取
る
と
い
う
よ
う
授
と
と
や
、

ぞ
う
h
う
時

間

K
充
て
で
い
た
だ
く
よ
う
に
で
き
る
だ
け
私
ど
も
の
ほ
う
で
は
必
願
い
か
し
て
参
り
た
い
と
い
う
ふ
う

K
考
え
て
か
り
ま
す
。

ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
一
人
で
は
確
か

K
六
時
か
ら
と
い
う
と
た
い
へ
ん
を
労
働
過
重

K
在
る
と
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
六
時
か

そ
れ
か
ら
、

ら
三
時
間
あ
る
い
は
四
時
間
程
度
た
い
で
あ
と
は
で
、
き
れ
ば
余
熱
の
ほ
う
を
利
用
し
て
、

ぞ
う
し
て
熱
交
換
器
あ
る
い
は
温
水
貯
留
塔
等
を

使
用
し
て
そ
の
期
間
を
す
る
ぺ
〈
休
養
さ
ぜ
て
そ
の
辺
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
参

b
た
い
。
実
際

K
は
き
が
や
っ
て
が
り
を
ぜ
ん
の
で
そ
の

辺
の
労
働
過
重
の
問
題
が
け
っ
き
り
い
た
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
ん
念
ふ
う
に
し
て
使
用
す
る
選
手
の
側
代
指
導
も
し
た
い
。

ま
た
な
願

い
も
し
た
い
。
そ
れ
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
余
熱
の
利
用
と
い
う
ζ

と
と
朝
の
早
さ
と
い
う
と
と
今
考
え
た
バ
ラ
ン
ス
の

措
置
脅
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
な
り
ま
す
。

。
0 
呑

(
中
村
省
吾
君
)

最
初
も
う
一
点
質
問
し
忘
れ
た
ん
で
す
が
、
夜
間
の
水
泳
電
灯
設
備
は
で
脅
て
い
る
の
か
。
そ
の
点
ち
ょ

っ
と
聞
き
た
い
。

。
保
健
体
育
課
長

(
川
上
賢
爾
君
)

電
灯
設
備
は
ど
ざ
い
ま
す
。

。
二
O
番

(
中
村
省
吾
君
)
そ
れ
で
し
た
ら
、
夜
間
規
制
寸
る
と
い
い
ま
寸
け
れ
ど
も
、
合
宿
す
る
と
夜
間
も
水
泳
で
き
得
る
状
態

K
電



灯
設
備
等
が
在
っ
て
い
る
在
ら
、
と
れ
は
確
か

K
夜
間
と
か
九
時
前

κ使
用
す
る
と
い
う
と
と
が
当
然
出
て
〈
る
と
思
い
ま
す
。
規
制
す
れ

ば
し
た
で
い
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

b
そ
ら
く
規
制
し
す
じ
を
う
と
合
宿
の
方
か
ら
苦
情
も
い
ろ
い
ろ
出
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
課
長
さ
ん
の
答
弁
で
余
熱
刺
用
と
か
そ
う
い
う
と
と

K
よ
っ
て
と
い
う
と
と
を
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
ボ
イ
ラ

ー
マ
ン
と
い
う
も
の
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
は
休
憩
し
て
も
ら
い
た
〈
な
い
。
今
の
機
械
は
年
が
ら
年
じ
ゅ
う
見
て
た
〈
て
も
い
い
か
も
し
れ
を

せ
ん
が
、

や
は
り
一
人
で
も
っ
て
労
働
過
重
に
#
は
る
か
ら
、
あ
る
程
度
一
定
温
度
が
上
っ
た
念
ら
は
仮
眠
し
て
も
い
い
と
か
そ
う
い
う
と
と

を
認
め
た
場
合

K
は、

も
し
事
故
が
あ
っ
た
ら
と
ん
だ
と
と

K
念
b
4
4
す
。
し
た
が
っ
て
、
と

と
れ
は
、
た
い
へ
ん
な
と
と
に
念
る
と
思
う
。

の
点
は
十
二
分
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

-b
そ
ら
〈
一
名
で
は
私
は
と
う
い
う
条
例
に
よ
っ
て
運
営
し
た
場
合
に
不
可
能
に
な
る
と

い
う
結
論

K
念
る
と
と
は
は
じ
め
か
ら
わ
か
っ
て
会
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
う
ピ
!
ク
の
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
し
4
ん
な
ら
ば
、
現
状
の

予
算
で
常
用
が
雇
え
念
い
左
ら
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な

b
を
頼
む
よ
う
に
し
て
い
く
と
い
う
と
と
を
考
え
て
余
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
課

長
の
今
m
u
答
弁
の
よ
う
に
運
転
し
て
事
故
が
あ
っ
た
ら
取

b
返
し
が
つ
き
ま
ぜ
ん
。
十
分
と
の
点
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
保
健
体
育
課
長

ボ
イ
ラ
ー
マ
ン

K
つ
台
ま
し
て
抗
、
今
後
の
運
営
K
関
す
る
と
と

(
川
上
賢
爾
君
)

あ
b
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。

で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
十
分
検
討
し
て
参
h
y
た
い
。

ζ

う
い
う
ふ
う

K
考
え
て
シ
り
ま
寸
。

。
二
五
番

(
田
村
源
治
郎
君
)
第
五
条
小
「
プ

i
ル
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
委
員
会
の
許
可
を
受
け
念
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
」

教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
る
。

と
れ
に
は
管
理
人
、
遊
泳
さ
ぜ
る
と
い
う
医
師
ま
た
は
保
健
婦
、
医
師
の
経
験
の
念
い
者
が
管
理
者
と
し
て

遊
泳
ざ
し
て
心
臓
麻
療
と
か
か
ら
だ
の
ぐ
歩
い
、
病
気
あ
る
い
は
事
故
が
遊
泳
中
に
起
き
は
し
左
い
か
。
伝
染
病
が
あ
っ
て
そ
の
も
の
は
か

ら
だ
が
い
い
か
ら
動
か
し
て
し
ま
う
。
泳
が
せ
て
し
ま
う
。

か
な

-D
の
欠
陥
が
現
わ
れ
る
。
管
理
者
が
医
師
の
経
験
が
な
ぐ

T
遊
泳
さ
せ
る

の
か
。
委
員
会
が
許
可
を
す
る
と
い
っ
て
も
本
人
が
教
育
委
員
会
に
昔
、
て
い
る
む
け
で
は
な
い
。
医
師
と
か
そ
う
い
う
者
わ
許
可
、
承
諾
含

得
な
け
れ
ば
遊
泳
さ
ぜ
な
い
と
い
う
条
文
政
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
。
そ
れ
ら
の
と
と

K
つ
い
て
条
例
に
つ
け
加
え
る
と
と
が
で
き
る
か
で
き

〈一一一一一)



(
二
四
)

在
い
か
。
医
師
ま
た
は
保
健
婦

C
承
認
を
得
な
け
れ
ば
遊
泳
さ
ぜ
ら
れ
な
い
と
い
う
条
文
を
入
れ
ら
れ
念
い
か
。

そ
う
す
れ
ば
遊
泳
者
も
安

心
し
て
泳
げ
る
。
自
分
の
か
ら
だ
は
か
か
ら
余
い
。
そ
の
点
ひ
と
つ
聞
き
た
い
と
思
い
ま
寸
。

。
保
健
体
育
課
長

〈
川
上
賢
爾
君
)

小
、
中
学
生
の
場
合
は
事
前

K
水
泳
前
の
健
康
診
断
と
い
う
と
と
で
各
学
校
で
実
施
を
し
て
必
り

ま
す
。

一
般
の
方
々
で
ど
ざ
い
ま
す
と
、
そ
う
い
う
点
が
確
か

K
不
安
な
点
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
左
が
ら
、

ど
と
の
混
水
プ

l
ル
歩

A

る

い
は
プ
ー
ル
で
も
医
師
C
健
康
診
断
書
を
提
出
し
て
遊
泳
を
す
る
と
い
う
と
と
が
例
が
ど
ざ
い
含
ぜ
ん
ア
し
た
の
で
、

と
の
中
の
条
併
の
中

へ
は
入
れ
を
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
点
御
了
承
い
た
だ
き
ま
し
て
、
か
認
め
い
た
だ
き
た
い
。

と
う
い
う
ふ
う

K
思
い
ま
す
。

。
二
五
番

〈
田
村
源
治
郎
君
)

よ
そ
に
な
い
か
ら
と
と
同
札
入
れ
な
い
と
い
う
と
と
キ
‘
い
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、

よ
そ
め
ま
ね
し
て
や
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

'
と
に
か
く
一

h

健
康
診
断
書
を
出
す
と
い
う
わ
け
で
は
な
〈
て
、
そ
と
に
保
健
と
か
医
師
的
の
学
識
の
あ
る
者
授
ら

ば
前
を
通
る
と
の
人
は
会
か
し
い
、

へ
ん
だ
と
い
う
一
目
見
て
大
体
判
断
が
つ
く
だ
ろ

5
と
思
う
。
知
ら
な
い
人
が
魚
を
見
て
も
鮮
度
が
い

い
か
ど
う
か
わ
か
ら
老
い
。
医
師
が
見
れ
ば
自
分
の
経
験
上
得
る
も
の
が
あ
る
。
診
断
書
を
出
し
て
遊
泳
し
ろ
と
は
い
わ
な
い
。
そ
れ
だ
け

Q

設
備
が
左
け
れ
ば
と
れ
だ
け
の
プ

l
ル
を
と
し
ら
え
る
と
危
険
度
が
多
い
。
と
う
い
う
も
m
l
J
T

よ
そ
の
4
4
ね
を
す
る
と
と
は
念
い
。
工
そ

の
ま
わ
守
し
て
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
人
で
管
理
を
さ
し
て
ど
う
い
う
人
員

K
会
い
て
医
師
的
の
経
験
の
あ
る
者
は

い
る
の
か
い
ら
設
い
の
か
。
あ
る
い
は
保
健
の
経
験
の
あ
る
考
を
そ
と

K
管
理
者
'
と
し
て
配
置
す
る
の
か
。

そ
れ
ら
弁
も
う
一
回
は
っ
き

b

と
な
答
え
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
教
育
長

(
高
木

正
君
)

い
ろ
い
ろ
必
教
え
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。
理
想
的

K
は
た
し
か
田
村
議
員
さ
ん
の
必

ζ

れ
は
単

K
水
泳
だ
け
で
は
念
〈
て
運
動
場
で
か
け
っ
と
を
す
る
。
パ
レ
ー
を
す
る
場
合

っ
し
ゃ
る

Z
う
K
い
た
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
基
本
的

K
そ
句
い
う
と
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

b
b
主
す
。

と
の
プ

l
ル
が
始
主
h
J
ま
し
て
市
の
広
報
、
そ
の
他
を
通
し
て
そ
う
い
う

啓
蒙
運
動
は
十
分
い
た
し
た
い
と
患
っ
て

b
b
ま
す
。
現
在
管
理

K
つ
告
ま
し
て
は
、
水
泳
の
専
門
家
を
と
と

K
一
人
配
置
し
て
手
奇
い
う

逼，



危
険
、
そ
の
他
む
と
と
の
な
い
工
う

K
十
分
考
慮
し
た
い
と
思
っ
て
必

b
吉
す
。

。
二
五
番

〈
田
村
源
治
郎
君
〉

私
の
い
う
の
は
水
泳
を
競
技
さ
せ
る
た
め

κ指
導
を
ホ
な
ぐ
ん
だ
。
私
は
競
技
を
目
的
と
す
る
プ
ー
ル
の

使
用

K
対
し
て
医
師
的
経
験
の
あ
る
者
を
入
れ
る
の
か
。
鉱
技
を
目
的
と
す
る
た
め
に
と
の
プ

1
ル
を
つ
ぐ
る
の
か

J

館
山
市
の
健
康
保
全

上
わ
も
の
す
っ
〈
る
の
だ
。
競
技
を
目
的
と
し
て
つ
〈
る
と
教
育
長
枕
い
わ
れ
売
ょ
う

K
思
う
。

そ
の
点
誤
解
の
左
い
よ
う
に
、
体
育
の
向

上
の
た
め

K
医
師
的
存
在
で
医
師
の
経
験
の
誤
る
者
を
と
と

κ入
れ
る
mu

か。

と
の
ブ

l
ル
は
競
技
が
目
的
で
は
が
そ
ら
〈
な
か
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

(
古
内
木

正
君
〉

現
在
、
具
体
的
陀
と
う

w
う
人
チ
も
っ
て
管
理
し
、
運
営
す
る
か
と
い
う
工
う
な
と
と

K
つ
い
て
は
準
備

。
教
育
長

進
め
て
h
t
h'
を
す
け
れ
ど
も
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
兼
ね
て
保
健
婦
的
危
も
の
は
必
要
だ
矛
う
と
い
う
と
と
位
現
在
考
え
て
令
り
空
寸
が
、
現

在
準
備
中
で
ど
ざ
い
ぎ
寸
わ
で
で
き
る
だ
付
必
教
え
い
た
だ
い
売
と
と
に
そ
う
工

A
J
K
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
つ
て
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

会
医
者
さ
ん
と
い
っ
た
よ
う
在

ζ

と
は
可
能
性
が
あ
ふ
か
い
と
ち
か
。
長
白
れ
が
け
の
と
と
が
で
き
る
か
ど
行
か
も
ょ
っ
と
と
と
で
即
答
し
か
ね

る
お
け
で
ど
ざ
い
空
ナ
。

五
番

素
人
セ
ン
タ
ー

κせ
工
、

ζ

の
プ

l
ル

r
せ
よ
と
れ
だ
け
の
も
む
を
つ
〈
み
。
健
康
保
全
歩
る
い
は
館
山

(
田
村
源
治
郎
君
)

。
市
m
u
体
力
増
強
そ
れ
ら
令
え
だ
普
通
の
管
理
者
の
み
キ
や
っ
て
と
の
プ

l
ル
で
一
人
で
も
二
人
で
も
左
〈
没
っ
た
。
死
ん
だ
歩
み
い
肘
心
臓

麻
痔
を
起
と
し
た
り
，、
必
る
い
は
伝
染
病
が
近
所
に
出
た
者
が
泳
い
で
プ
ー
ル
で
蔓
延
寸
ふ
。
い
ろ
い
ろ
ぞ
ろ
い
う
事
態
が
起
と
る
そ
う
い

う
ζ

と
ま
で
考
え
て
い
る
の
だ
か
念
い
の
だ
か
。

こ
の
条
例
を
つ
く
っ
た
易
す
に
で
も
す
ぐ
執
行
す
る
。
手
れ
を
執
行
部
止
し
で
付
安
易
を
答

弁
で
忘
る
。
当
然
教
育
長
政
即
座

K
そ
う
い
う
と
と
を
行
左
わ
な
け
れ
ば
な
ら
た
一
い
。

い
ま
も
っ
て
考
え
て

b
る
と
い
う
答
弁
対
必
か
し
い

と
思
う
o

と
の
議
案
に
対
し
て
そ
の
定
答
を
は
っ
き
り
-
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長

(
高
木

正
君
)

ど
内
も
あ
い
ま
い
な
答
え
で
崩
し
わ
け
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
。
第
一

K
成
人
が
泳
ぐ
と
き
に
は
、
自
介
の
健
康

。

〈
二
五
)



〈
一
二
ハ
)

に
対
し
て
自
分
で
責
任
令
持
っ
て
も
ら
う
の
が
原
則
で
ど
ぎ
い
を
す
G

と
同
時
に
と
う
い
ち
施
設
を
つ
く
る
と
き

K
は
、
保
健
菌
か
ら
ほ
十

分
考
慮
す
べ
き
必
要
が
あ
り
一室
十
小
で
、
保
健
婦
と
M
う
工
う
念
形
で
構
成
人
員
を
し
授
け
れ
ば
売
ら
な
い
と
考
え
て
必
り
を
寸
。

第
三
番
目
に
は
、
水
泳
中
め
事
H

な
で
ど
ざ
い
ま
す
打
れ
ド
と
も
、

と
う
い
う
事
故
九
九
防
ぐ
意
味
か
ら
も
や
は
り
泳
ぎ
わ
じ
よ
う
ず
左
人
が
と

と
K
ど
う
し
て
も
い
授
け
れ
ば
水
内
で
の
、
水
mu
中
で
起
と
し
た
突
然
の
病
気
、
そ
の
他
緊
急
の
処
置
討
な
か
左
か
取
h

得
た
い
と
い
う
と

と
も
考
え
て
泳
げ
る
人
を
そ
と
に
入
れ
て
》
き
た
い
ど
思
い
ま
ナ
。
そ
う
い
句
ふ
う

K
し
て
健
康
念
人
で
も
泳
ぎ
方
に
よ
っ
て
は
そ
う
い
う

事
故
を
起
と
す
可
能
性
が
と
ぎ
い
ま
す
の
ァ
、
ヲ
ゲ
う
い
う
函
か
ら
も
考
え
ま
し
た
。
答
え
方
が
わ
為
ど
て
申
し
わ
け
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

。。。。
議
長

伶
犯
御
質
疑
あ
り
ま
ぜ
ん
か
の

御
質
疑
な
し
と
認
め
を
寸
。

(
西
村
真
次
君
)

f采

j夫

議
長

ハ
西
村
真
次
君
〉

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
採
決
寸
み
に
御
異
議
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
校
し
」
と
呼
ぶ
右
あ
り
)

議

長

(
西
村
真
次
君
)

御田
中川
訣
念
し
と
認
め
を
す
。

訟
は
か

b
い
え
し
ま
す
。

+
A

案
を
原
案
の
通
り
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
h
J
昔
ぜ
ん
か
。

ハ
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
・
9
)

議
長

御用
目
議
在
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
原
案
mu
通
h
J
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
西
村
真
次
君
)

ー，

恥... 



。
議
長

と
い
た
し
ま
す
。

議

案

の

(
西
村
真
次
君
〉

議
案
第
六
十
五
号

。
一
八
番

交
通
事
故
防
止
歩
る
い
付
そ
う
い

2
4
ι

面
か
ら
非
常
に
重
要
視
し
て
い
か
珍
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

と
わ
~
よ
ち
V-
思
う
わ
け
で
ど
ず
い
ま
す
が
、

上

4量
日
程
第
五
、
議
案
第
六
士
五
錨
山
市
児
童
遊
園
の
設
置
及
び
管
理
w
h

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
議
題

館
山
市
児

Z
遊
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い

7

。

質

疑

ハ
安
西
益
男
君
)

応

醤右
子
hv
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
児
童
遊
園
地
は
と
れ
か
ら
い
よ
い
よ
ヂ
の
必
要
性
と
h

い
ま
ナ
か
。

現
在

k

b
い
て
の
児
章
一
遊
園
地
に
芯
し

τ
の
管
理
、
運
営
杯
る
い
は
指
導
的
面
が
ど
わ
よ
う
に
な
っ
で
か
ム
れ
る
か
L
C

い
う
こ
と
と
、
ぞ
れ

い
先
い
っ

か
ら
と
と
に
も
あ
り
ま
寸
が
、

と
の
よ
う
に
思
い
ま
寸
ハ

福
祉
事
務
所
長

。

〈
斉
藤
武
男
石
)

公
共
的
団
体
K
ζ

れ
を
委
託
す
る
と
い
弓
工
ろ
念
と
と
に
つ
き
ま
し
7
も
、
を
ょ
っ
と
具
体
的
に
御
説
明
願

い
て
h
x

る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
が
‘
先
般
も
県
m
M

児
童
遊
園
地
わ
監
査
も
あ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
各
施
設
全
体
に
視
察
存
し
て
い

h
x

答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
児
童
遊
園
地
の
関
係

K
つ
き
ま
し
て
ほ
、

い
ろ
い
九
-
御
協
力
J
T

い
た
だ

た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
安
房
郡
関
係
予
は
特

K
館
山
市
が
管
理
、
維
持
が
非
常

K
す
ば
ら
し
い
と
い
う
よ
う
な
批
評
も
い
た
だ

(
二
七
)



(
二
八
)

い
て
h
t

・りp
・
ま
寸
。

と
の
児
童
遵
園
地
を
つ
ぐ
り
ま
し
て
開
園
式
令
や
る
わ
け
で
ど
ざ
い
宮
・
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
段
階

vh
わ
き
ま
し
て
、
各
町

内
会
怒
る
い
は
区
長
さ
ん
と
の
管
理
委
託
契
約
を
必
煩
い
し
き
し
て
、
遊
園
地
の
運
営
に
支
障
の
倉
い
よ
う

K
と
い
う
と
と
で
会
顧
い
し
て

ご
ざ
い
ま
十
o

以
上
で
ど
ざ
M
ま
す
。

。
一
八
番

(
安
西
益
男
君
〉

笑
は
若
干
と
う
い
う
と
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
た
伺
い
し
た
い
ん
で
す
が
、
た
と
え
ば
上
町
、
仲
町
の
児

重
遊
間
地
そ
れ
に
隣
接
寸
フ
心
部
落
が
あ
る
わ
付
で
す
。
真
倉
だ
と
か
そ
う
い
っ
た
隣
接
す
る
部
落
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
意
識
と
い

い
ま
す
か
。
上
町
、
仲
町
の
子
供
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ん
で
い
る
。

と
と
ヲ
ハ
が
真
倉
あ
た
り
か
ら
近
ぐ
わ
子
供
さ
ん
が
行
(
-
て
遊
ん
で

い
ま
す
と
、
地
域
の
子
供
き
ん
か
ら
が
ま
え
の
遊
ぶ
と
と
芹
で
は
な
い
と
い
今
と
と
を
し
ば
し
ば
聞
く
わ
け
で
す
。
あ
ふ
い
肘
親
売
ち
も
ナ
ゲ

う
い
う
感
覚
で
い
る
と
い
う
と
と
も
聞
い
て
必
h

ま
す
が
、
そ
う
い
う
周
辺
の
地
域
。
子
供
だ
れ
で
も
い
い
の
だ
と
い

5
ょ
う
を
、
親
た
ち

K
も
争
う
い
う
意
識
受
持
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
う
思
う
わ
け
で
す
。

ぞ
れ
か
ら
、
非
常
に
評
判
が
い
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
か
ら
き
寸
言
ナ
ヂ
う
い
っ
た
面
の
施
設
今
増
設
さ
灼
て
い
〈
と

と
と
思
い
ま
す
が
、
今
申
し
上
げ
空
し
た
地
域
グ
ト
ラ
ブ
ル
と
い
う
符
ど
の
と
と
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
小
さ
友
子
供
た
ち
が
手
う
い

う
ふ
う

W
さ
れ

L

ま
す
と
、
非
常
に
遊
び

K
行
き
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
と
と
を
い
わ
れ
る
と
行
か
れ
た
い
と
い
う
苦
情
等
も
若

千
聞
い
た
事
実
が
あ

b
-を
す
わ
一
で
、
そ
巧
い
っ
た
点
も
御
指
導
願
い
た
い
。

そ
幻
か
ら
と
う
い
っ
た
施
設
は
と
れ
か
ら
当
然
必
要
と
さ
れ
て

や
る
わ
け
で
あ
り
立
す
が

、
そ
内
い
っ
た
増
設
に
対
し
ず
の
訟
考
え
は
今
後
ど
の
エ
う
に
思
つ
で
い
ら
っ
し
ゃ
ゐ
か

lr
い
う
と
と
令
必
聞
き

し
4
八
い
み
」
思
い
ま
す
。

。

ぜ
ん
だ
っ
て
も
亀
ケ
原
の
児
童
遊
園
地
で
ど
ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、
区

の
方
が
大
ぜ
い
出
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
ほ
か
青
少
年
相
談
員
の
方
た
ち
も
出
て
い
た
だ
き
宣
し
て
、
あ
そ
と
は
草
ぼ
h

う
ぽ
う
に
在
っ
て

福
社
事
務
所
長

円
斉
藤
武
男
君
)

会
答
え
申
し
上
げ
合
す
。

い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
全
寸
が
、

ζ

れ
を
大
掃
除
、
草
取
h
J
J
T
午
前
中
し
す
い
た
μ

た
い
た
わ
村
で
ご
ざ
い
?
す
。
そ
う
い
う
よ
う
念
と
と
で
非

ー



常
に
地
区
の
児
童
遊
園
地
だ
と
い
う
よ
う
た
と
と
で
大
事
に
し
て
い
た
だ
い
て
治
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
寸
の
で
、

そ
う
い
う
よ
う
設
と
と
で

ほ
か
の
ぼ
う
か
ら
な
ん
か
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

う
ち
の
施
設
だ
と
い
う
よ
う
在
感
も
あ
る
の
で
は
念
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
子

供
の
遊
び
場
で
ど
ざ
い
ま
寸
わ
で
、

念
い
と
と
λ
一
は
そ
う
い
う
工
号
左
施
設
に
行
っ
て
遊
ん
で
い
る
子
供
き
ん
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
ど

ざ
い
ま
す
。
た
と
え
ば
塩
見
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
も
本
年
趨
見

F
児
童
遊
掴
地
が
で
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
寸
が
、
洲
の
崎
方
面
か
ら
わ

ざ
む
ざ
自
転
車
で
参
り
を
し
て
、
塩
見
の
遊
闘
地
で
一
絡
に
な
っ
て
遊
ん
ア
い
る
と
い
う
よ
う
投
状
況
で
ご
ざ
い
き
寸
。

よ
う
な
個
所
が
あ
る
か
と
思
い
き
す
が
、
各
区
長
さ
ん
、
町
内
会
長
さ
ん
非
常
に
骨
を
折
っ
て
い
た
だ
き
を
し
て
、
と
の
選
営
、
管
理
に
御

一
部

K
御
指
摘
の

努
力
い
た
だ
い
て
》
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

き
ら
に
御
指
摘
い
た
だ
台
↑ま
し
た
よ
う
在
ζ

と
も
考
慮
し
て
指
導
し
て
参

b
た
い
と
考
え

る
次
第
で
ど
ざ
い
会
寸
。

な
れ
紅
、
今
後
の
遊
盟
地
の
関
係
で
ど
ざ
い
斐
す
が
、
非
常
に
遊
園
地
の
増
設
を
望
む
声
が
多
い
わ
付
で
ど
ざ
い
空
寸
。
御
承
知
φ

よ
う
に

市
長
さ
ん
も
非
常

K
青
少
年
・
健
全
育
成
と
い
う
ζ

と
で
刀
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
昨
年
は
三
カ
所
、
本
年

は
ニ
カ
所
、

と
の
関
係
け
二
百
坪
以
上
の
土
地
を
提
供
い
た
だ
か
念
け
れ
ば
た
ら
た
い
わ
け
で
ど
ぎ
い
ま
寸
が
、

左
か
左
か
場
所
が
な
〈
て

非
常
に
困
っ
て
hw
あ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
c

真
倉
の
関
係
に
つ
昔
、
交
し
で
も
要
望
ど
ざ
い
受
し
て
、
私
現
地

r行
っ
て
参
っ
た
わ
け
で
ど
ぎ

い
ま
す
が
、
非
常
に
へ
ん
び
念
場
所
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、

せ
っ
か
く
施
設
す
っ
〈
り
き
し
て
も
利
用
す
み
か

F
Pっ
か
と
い
う
疑
問
点
も
あ
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
か
ら
そ
う
い
う
笛
で
さ
ら
に
積
穣
的
に
児
童
遊
園
地
の
造
成
争
し
て
い
き
た
い
と
患
っ
て
必
り
合
す
。

し
〈
御
指
導
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
番

〈
安
西
益
男
君
)

hv
話
し
よ
く
わ
か

b
費
し
た
ん
で
す
が
、
確
か
に
土
地
の
確
保
と
い
勺

ζ

と
が
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
思

。
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
子
供
側
か
ら
し
ま
す
と
遊
び
場
が
な
い
と
い
う
と
と

K
通
ず
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
め
ア
、

そ
の
御
熱
意
C
占める

と
ζ
ろ
李
会
聞
か
せ
願
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
ぐ
そ
の
点
の
今
後
め
方
針
争
-
積
極
的

K
確
保
原
い
た
い
。

と
の
よ
う
に
思
い
子

(
二
九
)

よ
7-， 



(三

O
)

し
て
終
り
ま
寸
。

。
二
九
番

〈
鈴
木
市
蔵
君
)

児
童
遊
園
地
に
つ
い
て
伺
フ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
十
年
前
に
船
形
の
根
岸
の
下
が
公
用
廃

止
を
し
て
児
童
遊
園
地
と
し
で
と
れ
が
何

K
も
た
い
で
ち
つ
七
や
つ
で
か
る
ん
で
寸
が
、
と
れ
は
市
が
国
有
地
を
公
用
廃
止
し
て
児
童
遊
園

地
と
し
て
や
っ
た
も
の
で
手
れ
は
と
う
念
っ
て
が
り
を
す
か
。

そ
れ
を
伺
つ

γ
み
売
い
と
思
い
を
す
。
今
の
歩
道
橋
必
南
側
で
寸
。

。
福
祉
事
務
所
長

hx
答
え
に
升
ら
た
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
と
と
は
聞
い
て
た
ら
念
い
わ
け
で
ご
ざ
い
き
寸
が

(
斉
藤
武
男
詰
)

児
童
遊
間
国
地
と
し
て
造
成
さ
れ
ま
し
た
の
が
街
地
ケ
原
の
児
賞
遊
園
地
が
:

。
二
九
番

〈
鈴
木
市
蔵
君
)

と
の
際
土
木
課
長
と
よ
く
打
ち
合
わ
せ
て
い
ら
た
い
念
ら
い
ら
な

hv
そ
ら
く
知
ら
念
い
と
患
い
ま
す
が
、

い
で
も
っ
て
い
い
か
ら
早
い
と
と
決
定
し

T
も
ら
h
た
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
地
元
で
も
刺
用
す
ろ
と
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も

旧
孔
牽
一
遊
園
地
と
い
う
と
と
を
い
わ
左
い
よ
う
に
早
〈
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
。
以
上
で
寸
。

。
福
祉
事
務
所
長

ち
ょ
っ
と
会
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
よ
九
し
ゅ
う
ど
ざ
い
ま
十
か
。
応
そ
と
に
私
設

(
斉
藤
武
男
君
)

遊
間
畑
地
と
い
う
と
と
で
宏
に
か
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
が
あ
る
場
所
で
ど
ざ
い
古
点
し
よ
う
か
。

。
二
九
番

(
鈴
木
甫
蔵
君
)

そ
れ
は
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
土
木
課
長
さ
ん
と
よ
く
話
し
合
っ
て
ヰ
ら
い
た
い
。
あ
ん
た
た
ち
が
知
ら
宏

か
っ
た
ら
前
の
新
井
課
長
K
聞
い
で
も
ら
え
ば
よ
く
わ
か

b
ま
寸
。
以
上
で
す
。

C 

議
長

〈
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
か
し
と
認
め
ま
す
。

他

K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

採

決

。
議
長

(
西
村
英
次
君
)

T
A

案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
げ
御
異
譲
歩

b
ま
ぜ
ん
か
。

訟
は
か
-D
い
た
し
ま
す
。



。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
左
し
と
認
め
を
す
。

会
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
原
案
通
b
可
決
寸
る
に
御
異
議
あ

b
を
ぜ
ん
か
。

。。。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

〈
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
右
あ

b
)

御
長
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
肘
原
案
の
通
・
9
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

議
長

(
西
村
真
次
君
)

議
案
第
六
十
大
号

議
長

(
西
村
真
次
君
)

採

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

(
「
異
議
品
川
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

な
ば
か
-P
い
た
し
き
寸
。

京
案
脅
討
論
省
略
採
決
寸
る
に
御
異
議
申
が
り
を
本
ん
か
。

の

上

程

(

ご

一

一

)

。

自
主
第
六
、
議
集
第
六
十
六
号
館
山
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
JT-
議
題
マ
ど
い
た
し
ま
す
。

館
山
市
都
巾
計
画
審
議
会
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

制

wr
民
疑
ご
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

決



。
議
長

ι
ー
ば
か
り
い
た
し
き
す
口
本
突
を
原
市
平
市
の
通
り
可
決
す
る
に
倒
異
議
渉
h
J
ま
ぜ
ん
か
。

御
異
議
だ
し
と
認
め
ま
寸
。

(
西
村
五
日
次
君
〉

(
一
二
一
一
)

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

。

(
「
異
議

η
し
」
と
同
町
ぶ
者
あ
h
'
〉

御
異
議
な
し
と
認
め
吉
ず
ο

よ
っ
て
本
案
ば
原
案
通

b
可
決
さ
れ
4
仇
し
た
。

。。

議

案

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

の

上

程

日
程
第
七
、
議
案
第
六
十
七
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
及
び
資
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
。
制
定

K
7
い
て
を
議
題
と
い
た
し
さ
寸
。

議
案
第
六
十
七
号

議
長

(
西
村
真
次
君
)

t帯

主木

議
長

(十内
吋
村
真
次
君
)

。

非
常
勤
の
特
別
職
e

の
職
員
に
係
る
報
酬
及
び
務
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
宇
一改
正
寸
ふ
条
例
の
制
定

F
つ
い
で

御
質
疑
ど
ざ
い
宮
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
売
し
と
認
め
ま
寸
。

決

が
け
か
り
い
た
し
を
す
。
本
案
手
討
論
省
略
採
決
寸
る
に
御
異
議
去
り
き
せ
ん
か
。

向巴〆



〈
コ
一
一
一
一
)

討 4

‘ 

〈
「
異
議
た
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
〉

御
異
議
設
し
と
認
め
ま
す
。

訟
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
原
案
の
通

b
可
決
す
み
に
旬
異
議
あ
り
き
ザ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
佐
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
・
き
し
た
。

議

案

の

上

CI 
Tま

。
議
長

(
西
村
真
次
君
〉

日
程
第
八
、
議
案
第
六
十
八
弓
斜
山
市
水
道
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
争
改
正
寸
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
六
十
八
号

館
山
市
水
道
の
設
置
及
び
管
理
に
関
、
ず
λ

条
例
の
一
部
す
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質

疑

応

答

。
一
四
挙

(
遠
山
ヨ
ネ
子
君
)

と
の
条
例
け
大
体
水
道
一
引
ぐ
た
め
mu
い
芹
ん
会
あ
れ
だ
と
思
い
ま
寸
が
、
第
十
条
の
と
と
芹
で
も
っ
て

二
項
の
「
た
だ
し
、
修
理
の
た
め
の
工
事
に
つ
い
て
は
設
計
ふ
必
髪
と
し
珍
い
。
」
と
あ
り
主
す
の
で
、
ち
ょ
っ

k
b
聞
き

t
た
い
ん
で
す

け
れ

Y
」も、

五
の
設
計
審
査
手
数
料
と
れ
は
4
凡
だ
し
修
理
の
た
め

K
は
い
ら
左
い
と
歩
り
-
4
4

寸
か
ら
、

ζ

れ
は
い
ら
左
い
と
み
て
い
い
ん
で



〈
一
二
四
)

匂 i. 

す
か
。
そ
れ
宇
念
を

b
し
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
れ
灯
額
い
し
を
す
。

。
水
道
課
長

(
大
嶋
重
義
君
)

-b
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

と
mi--
給
水
装
置
工
事
φ

仰
で
修
理
と
い
う
と
と
が
あ
る
わ
け
で
ど
〆
い
ま
す

が
、
と
の
場
合
は
水
道
の
じ
ゃ
口
だ
と
か
あ
る
い
は
給
水
管
を
新
た
に
引
〈
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
改
造
と
か
増
設
と
い
う
も

m
u
k
は
関

係
ど
ざ
い
を
せ
ん
の
ャ
、

と
の
場
合
は
あ
え
て
設
計
害
者
徴
す
る
必
要
は
を
い
と
い
う
と
と
で
と
と
で
み
八
だ
し
書
き
を
も
ち
・
ま
し
て
、
設
計

を
要
し
疫
い
と
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
寸
。

。
一
四
番

(
遠
山
ヨ
ネ
子
君
)

そ
ろ
し
ま
す
と
、
私
の
聞
き
取
り
方
が
わ
る
い
か
も
し
れ
合
ぜ
ん
が
、

み
し
の
次
の
設
計
客
査
手
数
料
と

い
う
も
の
は
、
そ
奇
い
う
修
理
券
し
た
場
合
同
れ
は
鯖
単
に
い
う
と
払
わ
な
い
で

h

い
と
い
う
ζ

と
K
含
み
ん
で
し
ょ
う
か
。

。
水
道
課
長

ハ
大
嶋
重
義
君
)

会
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
普
通
水
道
の
給
水
装
置
工
事
を
行
合
う
場
合
に
新
設
止
か
、

歩
る
い
は
改
造

す
る
と
か
増
設
す
る
と
か
、
そ
れ
か
ら
今
の
よ
う
た
修
理
と
い
う
と
と
が

2
る
わ
け
で
ど
ざ
い
脅
す
が
、
と
の
修
理
以
外
の
場
合
は
ζ

の
条

例
に
も
ど
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
と
れ
と
れ
の
部
分
に
水
道
を
新
設
し
た
い
。
あ
る
い
は
改
造
し
た
い
が
と
い
う
と
と
で
事
前
聞
い
市
の
-
設
計
ヂ

し
て
そ
し
ナ
出
し
て
も
ら
い
ま
し
て
、
市
小
ほ
う
で
な
る
ほ
ど
ζ

の
よ
う
な
新
設
忘
る
い
政
増
設
、
改
造
な
ら
ば
よ
芹
し
h

と
い
た
円
と
と
で

許
可
を
与
え
註
し
て
、
そ
れ

r
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
い
今
と
と
に
左
る
わ
け
で
ど
ざ
い
全
す
。
そ
の
場
合
げ
業
者
の
陪
う
か
ら
と

の
よ
う
た
設
計
ア
行
4

引
い
た
い
と
い
う
も
わ
に
つ
き
を
し
て
、
市
の
ほ
う
で
内
容
を
審
査
い
た
し
を
寸
の
で
、

そ
の
段
階

k
h
g
告
脅
し
て
一一審

査
手
数
料
を
徴
寸
為
わ
け
で
ど
ざ
い
空
十
。
修
理
の
場
合
け
そ
ち
-
し
た
直
接
水
道
の
じ
ゃ
口
だ
と
か
給
水
管

K
は
変
更
が
ど
ざ
い
き
付
ん
の

で
、
と
れ
に
は
設
計
ば
い
ら
4

は
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
合
す
。

。
一
四
番

(
遠
山
ヨ
ネ
子
君
)

私
、
今
φ

会
話
し
を
聞
い
て
気
に
左
る
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と
と
を
家
庭
で
や
っ
た
場
合
花
結

局
消
費
者
の
ほ
う
に
手
数
料
と
し
て
と
う
い
っ
た
設
計
審
査
手
数
料
券
払
っ
た
か
ら
と
い
ち
と
と
で
、
ふ
う
い
う
手
数
料
が
か
か
っ
て
く
る

危
険
が
あ
り
け
し
念
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
と
れ
け
業
者
の
人
が
と
れ
だ
け
仕
事
少
し
て
一
々
報
告

L
ず
い
た
ら
た
い
へ
ん
申
し
わ
け
弁
い

' 



ん
で
す
が
、
ず
い
ぶ
ん
税
金
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
穴
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
と
ι
が
り
に
や
っ
て
い
た
ら
た
い
へ
ん
な
と
と

κ
4
4
る
様

子
で
す
か
ら
、
同
じ
よ
う

K
帳
簿

K

C
ぜ
な
け
れ
ば
い
い
と
と
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
と
と
が
予
ょ
っ
と
と
れ
だ
け
を
み
ま
す
と
、
業
者
の

人
が
消
資
者
に
対
し
て
と
れ
だ
け
修
理
す
る

K
は
設
計
守
出
し
て
と
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
と
と
で
、
私
ら
、
ど
う
ぜ
設

計
書
名
叫
ん
か
一
々
見
せ
て
ぐ
れ
と
い
う
と
と
政
・
な
い
と
思
い
受
ナ
が
、

そ
う
い
う
穴
が
あ

b
や
す
い
の
で
防
在
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
と
で
、
私
h
F

額
い
し
た
い
と
と
討
、
も
ち
ろ
ん
い
つ
も
非
常

K
丁
寧
陀
広
報
で

h
ろ
い
λ

の
と
と
を
知
ら
ぜ
て
〈
だ
さ
る
か
ら
、
私
た

ち
ょ

b
歩
る
意
味
ア
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
工
〈
広
報
に
公
示
し
て
し
な
い
と
私
は
ち
ょ
っ
と
経
験
が
あ
る
ん
で
す
。
電

気
の
修
理
わ
と
と
で
。

で
す
か
ら
消
費
者
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
在
方
法
を
取
っ
て
い
た
だ
き
し
た
い
と
い
う
と
と
、

と
れ
は
私
の
危
慎

か
も
し
れ
安
ぜ
ん
付
れ
ど
も
。

そ
れ
か
ら
も
ち
一
つ
、
畳
録
手
診
料
と
れ
で
す
け
れ
ど
も
、

ζ

の
間
mu
文
教
委
員
会
で
も
っ
て
大
体
ど
ち
い
う
怠
れ
か
と
い

5
と
と
は
問

者
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

一
件

K
つ
い
て
一
万
幾
ら
と
い
う
料
金
化
し
て

5
h
全
す
か
ら
、
大
体
ど
わ
く
ら
い
が
出
み
予
定
で
お
る
か
登
録
庇

で
も
っ
て
。
技
術
者
が
ど
の
ぐ
ら
い
か
、
ち
ょ
っ
と
必
知
ら
ぜ
願
い
た
い
と
患
い
ま
十
。

。
水
道
謀
長

と
れ

K
つ

〈
大
嶋
重
義
君
)

忠
一
点
の
点
で
ど
ざ
い
吏
す
が
、
水
道
工
事
発
行

4
H
5
場
合
の
工
事
詩
?
と
ざ
い
ま
す
が
、

き
き
し
て
は
、
設
計
書
の
ほ
か
伊
れ
こ
れ
に
は
材
料
は
と
う
い
号
企
画
の
も
の
を
何
個
で
ど
の
長
さ
の
も
わ
ら
使
っ
た
と
い
う
と
と
宇
一
材
料

ど
と
に
明
細
書
を
出
し
宣
し
て
、
そ
う
し
て
業
者
全
た
は
市
で
や
っ
た
場
合
も
そ
う
弔
ど
ざ
い
ま
す
が
、
計
質
脊J
J
F
L

細
か
ぐ
出
し
交
す
。
で

十
か
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
一
般
家
庭
¢
申
し
込
み
者
の
ほ
う

K
と
の
よ
円
た
内
容
わ
工
事
で
ど
ざ
い
ま
し
た
と
い
う
と
と
で
、
そ
れ
で
金
額
が

と
れ
と
れ
で
ナ
と
い
う
と
と
で
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
念
仕
組
み
で
ご
ざ
い
ま
・寸
。
で
す
か
ら
も
し
争
う
し
た
と
と
ヤ
単
た
る
修
繕
工
事
で
歩

F

る
の
に
ほ
か
の
増
設
と
か
そ
丹
い
う
よ
う
念
と
と
に
名
を
借

b
て
多
額
の
金
額
今
取
る
と
い
う
場
合

K
は
、
歩
と
わ
花
う

rど
さ
い
4
A

寸
よ

う
K
給
水
の
場
合
m
u
十
条
の
二
項
に
か
り
を
す
も
の
陀
と

m
K
違
反
し
た
場
合
の
業
者
へ
の
罰
則
左
ふ
り
の
規
定
が
適
用
と
い
う
と
と
に
な
り

〈
三
五
)



(一ニムハ〉

ま
す
の
で
、
私
ど
も
は
指
導
、
監
督
。
面
で
そ

5
し
た
不
明
朗

F

仏
工
事
の
一
一
切
な
h

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
き
び
し
〈
取

b
締
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
h
v
h
J
ま
す
。

左
命
、

と
う
し
た
制
度
が
か
わ

P
ま
し
た
も
の

K
っ
き
・
ま
し
で
は
、
広
報
、
そ
の
他
で
十
分
P

R
い
た
し
ま
し
て

民
知
、
徹
底
を
は
か
り
た
凶
口

ζ

う
考
え
て
訟

P
ま
す
ジ

次

K
、
弟
二
点
の
業
者
の
登
録
手
数
料
関
係
で
ど
ざ
い
4
'

す
が
、
指
定
工
事
庄
の
場
合
ど
の
ぐ
ら
い
の
診
が
予
定
さ
れ
る
か
と
い
う
ζ

と

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
今
ま
で
指
定
し
な
い
で
一
般
水
芝
活
」
し
て
や
つ
で
と
ム
今
れ
で
か
る
広
φ
診
が
十
四
、

五
軒
程
度
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
っ
て

h
u
b
ま
す
が
、

と
れ
は
ど
の
程
反
の
一
U
K
す
ス
か
と
い
う
と
と

K
っ
き
さ
し
て
は
、

ζ
ζ

で
は
断
言
で
き

Z

ぜ
ん
が
、
指
定
す

る
場
合
同
札
は
一
応
申
請
さ
打
て
き
て
も
ぞ
れ
が
そ
mu

ま
ま
え
録
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
市
の
規
定
す
ふ
と
ζ

ろ
の

技
術
者
、
技
能
者
合
そ
れ
ぞ
れ
専
属
で
か
か
え
て
い
る
か
ど
う
か
。

め
る
い
は
市
内

r広
舗
を
持
っ
て
相
当
m
u

信
用
な

b
、
る
る
い
は
貧
一
庖

な
b
を
持
っ
て
必
る
か
と
い
う

4
う
な
基
準
を
も
っ
て
と
む
指
定
に
J

も
っ
て
い
〈
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
と
と
で
数
は
と

ω
く
ら
い

と
い
う
と
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
ぜ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
技
術
者
と
技
能
者
の
関
係
で
ど
さ
い
ま
す
が

が、

ζ

の
中
ア
技
術
者
mu
花

5
は
同
じ
戦
後
の
中
で
も
内
詳
の
議
誘
が
一
角
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
大
体
設
計
、
技
術
関
係
を
受
け
持
つ
わ

ζ

れ
は
村
山
術
者
、
技
能
者
付
そ
の
指
定
庄
に
所
属
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す

け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
妓
能
者
と
い
い
ま
す
と
、

火
体
記
管
内
係
。
工
U

苧
そ
m
t

も
の
を
行
投
う
と
い
う
と
と
で
、

と
の
技
術
右
民
係
に
つ
き
ま

。

〈
遠
山
ヨ
ネ
子
君
)

陶
係
が
か
い
と
い
う
と
念
か
な
か
き
て
く
だ
さ
ら
な
い
U

件
数
を
聞
い
た
の
は
、
あ
ま
り
厳
選
さ
れ
ま
す
と
消
費
者
が
や
は

b
き
て
く
れ
な

し
て
防
大
体
川
、
乏
十
件
、
技
能
者
の
朝
関
係
は
-
て
れ
よ

D
も
少
し
診
が
み
く
て
六
、
七
十
件
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

h
u
b
ま
す
ν

授
か
な
か
か
れ
ぽ
が
き
〈
と
い
う
か
、

一
四
番

あ
と
の
質
問
し
ま
し
た
の
は
、
水
這
の
あ
れ
が
起
と

b
ま
す
と
、

い
の
で
ほ
る
し
そ
う
い
う
と
と
る
も
心
配
し
て
、

ヰ
ち
ろ
ん
条
例
で
罰
則
が
丘
一
る
と
す
れ
ば
と
れ
を
適
用
、
ず
る
な

b
し
7

当
局
の
た
う
で
は

な
る
べ
く
み
-
内
い
う
件
数
を
ふ
や
し
て
も
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
。
私
た
ち
消
安
J
d
k
f
r
つ
て
は
競
争
と
い
い
ま
す
か
、
一
百
一
同
い
h
U

八
え
を
払
ゃ
な



い
で
す
む
と
い
う
よ
う
な
と
と
に
な

b
一ま
ず
か
ら
、

そ
の
辺
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
な
願
い
し
ま
す
。
終

b
支
ナ
、

。
二
八
番

(
望
月
照
正
君
)

い
お
ゆ

一
点
伺
い
ま
す
が
、

た
だ
い
ま
の
遠
山
議
員
の
笠
岡
の
上
か
ら
も
多
少
関
連
が
あ
る
ん
で
す
が
、

る
検
査
手
数
料
を
取
る
と
か
、
議
案
六
十
八
」
方
の
全
般
的
の
も
の
は
い
わ
ゆ
る
館
山
市
水
道
の
末
端
の
水
質
を
よ
く
す
る
た
め
の
手
数
料
で

あ
り
、
検
査
機
関
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
と
で
、
工
事
が
μ
l
ズ
念
場
合
に
は
末
端
水
質
も
わ
ゐ
〈
在
る
と
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
現

在
市
営
水
道
の
水
質
の
ラ
ン
ク
と
い
い
ま
す
か
、
い
い
と
か
わ
る
い
と
か
、

A

A
級
だ
と
か
B
級
だ
と
か
い
う
と
と
が
ど
ざ
い
ま
す
と
思
い

昨
今
公
害
問
題
と
か
水
質
悦
査
と
い
う
と
と
が
問
題
陀
な
っ
て

b
b
ま
す
が
、
市
営
水
道
の
ほ
う
の
水
質
の
良
否
は

設
す
が
、

ど
mu
ぐ
ら
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
公
伺
い
し
た
い
と
思
h

ま
寸
。

(
大
嶋
重
義
君
)

水
道
課
長

市
営
水
道
。
水
質
闘
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
K
つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
室
が
本
年
度
重
苦
号
し
て

。
実
際
の
一
一
事
業
を
開
始
し
た
わ
が
六
月
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
毎
月
水
道
用
水
に
つ
h

て
は
検
査
し
て

h
t
b
を
ナ
。
御
指
摘
の
よ

D
K

大
事
な
水
道
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
特
に
と
れ
を
水
道
法
に
よ
っ
て
い
税
制
さ
れ
て

h
u
b
ま
す
。
水
道
一
法
で
は
毎
月
一
回
は
定
掛
的
に
後
査
し

な
け
れ
ば
た
ら
な
い
と
い
う
と
と
で
義
務
づ
げ
ら
れ
て
合
り
ま
す
。

と
の
結
果
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
や
っ
て
参

b
t仇
し
た
と
と
る
で
市
の
水
道
に
つ
き
を
し
て
は
、

二
十
七
項
目
の
検
笠
呉
昌
が
あ

る
む
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
適
し
て
い
る
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
ナ
。

そ
の
中
で
特
に
市
の
水
道
に
は
四
つ
の
施
設
が
あ
る
わ
け
で
ど
さ

い
ま
す
。
南
条
、
宮
城
、
西
岬
、
南
部
と
昂
る
む
け
で
あ

b
ま
す

ζ

の
中
で
井
戸
を
使
っ
て
hw
る
の
が
西
帥
の
水
迫
と
神
余
が
ダ
ム
と
さ

ら
に
井
戸
が
二
本
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
些
盟
系

521%あ
よ
最
よ
南
部
が
と
れ
が
ダ
ム
て
き
い
卒
。
そ
の
中

44K宮
崎
械
の
道
清
水

5
3
L
Z

こ
れ
は
単
在
る
科
学
的
の
一
回
の
み
で
は
が
db
ま
ぜ
ん
で
、
実
際
に
製
氷
だ

ζ

れ
財
閥
づ
の
中
で
本
特
K
水
質
す
き
し
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
か
、
あ
る
い
は
一
般
の
人
た
ち
が
飲
ん
で
の
状
況
か
ら
し
で
も
一
益
よ
手
し
い
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
は
ど
フ
い
う
か
げ
か

と
い
い
ま
す
と
、
水
を
ろ
過
す
る
場
合

K
急
速
る
過
と
緩
速
ろ
過
と
い
う
方
法
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
南
部

C
場
合
は
急
速
ろ
過

(
一
二
七
)



〈

ご

一

八

)

で
ど
ざ
い
ま
す
。
宮
城
の
場
合
は
緩
速
ろ
過
で
自
然
的
な
方
法
で
ろ
過
し
て
い
る
と
い
う
と
と
で
手
数
と
時
閣
が
か
か
る
お
け
で
ど
ざ
い
ま

ず
が
、
非
常

K
水
は
い
い
と
い
う
こ
と
で
と
の
水
道
か
ら
つ
〈
フ
た
氷
は
非
常

K
好
評
を
博
し
て
値
段
も
い
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
コ

た

hv
ま
た
‘
一
二
芳
水
道
K
か
き
ま
し
て
も
私
と
も
の
に
う
で
水
質
検
査
し
て
な

b
t
d
す
が
、
そ

5
し
た
水
質
調
関
係
に
つ
き
空
し
て
は
、
全
部

適
・
と
h
う
と
と
で
何
ら
不
安
ほ
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
の
で
つ
け
加
え
を
す
じ

。

(
望
月
照
正
君
〉

非
常

K
詳
し
い
説
明
が
必
っ
て
け
っ
と
う
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

な
ぜ
と
う
い
う
と
と
を
聞
き
ま
す
か
と
い

二
八
番

A
J

と
、
先
般
も
っ
と
水
道
を
会
共
的

K
住
民
K
F〔
プ
え
て
い
く
と
い
う
場
合
に
た
だ
水
質
検
査
を
し
て
適
と
か
不
適
と
凶
う
と
と
で
な
く
て
、

い
わ
ゆ
る
東
京
ゎ
ほ
う
で
、

ω央
mro
水
道
法
に
従
っ
た
A
級
と
か
A

A
級
と
い
う
の
が
あ
る
の
だ
そ
弓
で
す
。
房
州
水
道
さ
ん
は
A

棋
と
い

う
と
庁
で
す
ば
ら
し
い

p
h
B
ζ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
が
、
市
営
水
道
の
ほ
う
防
水
質
検
査
に
よ
っ
て
適

'
r
h
5
と

-r
で
は
ま
ず
い
と
思
い

ます，、

ぜ
っ
か
〈
水
道
謀
'
と
い
う
も
の
ル
で
き
た
か
ら
市
営
ぷ
道
mu

、
た
と
え
ば
西
岬
地
区
の
ほ
う
は
水
道
炉

一
一
般
と
か
二
級
と
か
A

A

級
と
h
う
ラ
ン
ク
が
あ
る
と
岡
山
い
ま
す
1

そ
う
い

5
の
を
市
営
水
道
で
あ
る
以
上
、
課
長
と
し
て
は
や
は
り
ち
ち
の
水
道
は
今
月
の
挟
査
で

。

た
と
え
は
B

O

D
酸
素
の
要
求
量
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
科
学
的
に
出
す
。
そ
う
い

う
と
と
を
や
は

b
水
道
認
と
し
て
専
門
課
が
設
置
さ
れ
た
以
上
知
っ
て
沿
〈
ベ
昔
、
一
で
は
左
か
エ
-
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
と
か
ら
し

ま
し
で
も
、
と
の
検
査
は
、
指
定
業
者
と
い
う
も
mu

に
つ
い
て
は
慎
重

k

b
考
え
に
念
っ
て
、
い
〈
ら
水
道
府
水
を
出
す
と
と
ろ
で
す
ば
ら

し
い
滅
菌
器
が
つ
い
て
も
末
鍋
の
水
質
が
わ
る
げ
れ
ば
ど

5
し
工
う
も
あ
り
ま
ぜ
ん
か
ら
、
そ
の
点
十
二
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
念
必
、
公
営
の
水
道
で
す
か
ら
、
水
質
の
中
央

K
持
っ
て
い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
何
級
の
水
道
で
ど
ざ
い
を
す
と
い
う
工
予

K
、

常

K
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
と
患
い
ま
す
。
以
上
終
り
ま
す
。

議
長

は
A
級
v
h
念

-D
を
し
た
と
か
、

一
級
に
な
っ
た
と
か
、

〈
西
村
真
次
君
)

他

K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
念
し
と
認
め
全
す
。



。。。ρ 。

採

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

が
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る

K
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

議
長

ハ
西
村
真
次
君
〉

hv
肢
か

D
い
た
し
を
す
。

決:

御
異
議
乏
し
と
認
め
を
す
。

本
案
を
原
案
の
通

b
可
決
す
る
に
御
異
議
み

b
ま
ぜ
ん
か
・

議
長

〈
西
村
真
次
君
)

〈
「
異
議
設
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
な
し
と
認
め
全
寸
。

議

案

議
長

ハ
西
村
真
次
君
)

議
案
第
六
十
九
号

議
長

(
西
村
真
次
君
)

の

上

程

よ
っ
て
本
築
防
原
案
の
通
hJ
可
決
さ
れ
全
ト
た
。

日
程
第
九
、
議
笑
第
六
十
九
号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

御
質
疑
ご
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

。
御
質
疑
た
し
と
認
め
ま
す
3

(
三
九
)



。。。

採

議
長

(
西
村
真
次
君
u

〈
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
が

h
J
)

御
異
議
乏
し
と
認
め
交
十
。

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

決

訟
は
か

b
い
た
し
ま
す
口
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
ゐ

K
御
異
議
採

b
空
ぜ
ん
か
。

本
祭
礼
守
原
案
の
通
り
可
決
十
る

K
御
呉
議
あ
h
J
η
ぜ
ん
か
。

議
長

(
「
島
村
真
次
君
)

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
蕊
り
)

よ
っ
て
本
案
は
原
揺
の
通

b
可
決
さ
丸
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
卯
十

午
後

一
時
五
十
六
分

か
ば
か
り
い
た
し
ぎ
十

・

御
異
議
会
し
と
認
め
主
寸
。

午
前
の
会
議
は
ζ

れ
に
で
休
想
い
た
し
を
寸
o

午
後
は
一
時
会
議
を
謁
台
去
、
す
。

。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

議

案

議
長

(
西
村
真
次
君
)

の

分

休

懇

再

開

午
後
。
出
席
議
員
紗
二
十
四
名
、
休
憩
前
陀
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

上

程

(
凶

O
)

日
程
お
十
、
議
案
第
七
十
号
昭
和
四
十
五
年
度
一
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
四
号

K
つ
い
て
を
議
題
と
凶

' 



た
し
ま
す
。

。

議
案
第
七
十
号

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)

疑

質

応

答

一
五
番

(
石
井

正
君
)

一
八
ペ
ー
ジ
小
学
校
唾
の
中
の
十
五
節
工
事
請
負
費
北
粂
小
学
校
交
通
安
全
指
導
用
模
擬
道
路
と
い
う
こ

。
と
で
す
が
、
交
通
安
全
指
導
用
模
擬
道
路
と
い
う
道
路
は
ど
ん
な
道
路
か
わ
か
ら
念
い
ん
で
が
聞
き
し
た
い
ん
で
す
が
、
場
所
は
こ
の
間
説

明
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
も
う
一
ぺ
ん
詳
し
〈
御
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

二
点
目
は
、

一
九
ペ
ー
ジ
の
十
八
節
備
品
購
入
費
一
中
の
問
題
で
寸
が
、
具
体
的
に
一
放
送
機
あ
る
い
は
語
学
の
学
習
装
且
偉
そ
の
も
の
を
質

間
す
る
わ
け
で
け
禿
い
ん
で
す
が
、
予
算
の
組
み
方
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
と
の
問
の
な
話
し
で
疑
義
が
あ
る
の
で
た
だ
し
た
い
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
聞
く
と
ζ
λ
J
K
よ
h

り
を
寸
止
放
送
機
が
要
求
さ
れ
て
か
つ
て
放
送
機
を
や
め
ら
れ
て
、
そ
内
し
て
語
学
の
学
習
装
置
を
購
入
し
た
と

い
う
と
と
で
す
が
、
内
容
を
み
ま
寸
と
四
十
五
万
の
と
と
不
が
一
臼
万
以
上
に
在
っ
て
b

っ
て
、
放
送
機
に
つ
い
て
は
修
理
を
し
て
使
う
。
だ

か
ら
と
っ
ち
伊
比
し
て
〈
れ
と
い
内
よ
う
な
と
と
で
了
解
し
た
と
h

う
ん
で
す
が
、
私
は
放
送
機
の
内
容
を
見
て

hub
を
ぜ
ん
し
わ
か

b
ま
ぜ

ん
け
九
ど
も
、
予
算
の
組
み
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
左
い
か
。

そ
の
態
度
J
T
御
説
明
鳴
い
た
い
と
思
っ
て
珍
聞
き
十
る
わ
け
で
す
が
、
以

上
二
点

。
保
健
体
育
謀
長

(
川
上
賢
爾
君
)

北
見
一
ャ
小
の
交
通
安
全
指
滋
尉
模
擬
道
路
施
設
工
事
で
ど
ざ
い
ま
十
が
、
大
体
面
積
が
即

O
O
へ
l

ベ
以
上
で
あ
る
。
形
に
つ
き
交
し
て
は
特
別

K
指
定
ド
し
た
い
。
佼
舎
の
間
ん
か
花
壇
等
を
利
用
し
て
も
エ
ヲ
ゲ
し
い
l
y

い
う
と
と
で
ご
ざ
い

(
卯
二
〉



(
四
ニ
)

ま
す
。

念

hx
、
常
設
の
信
号
機
合
設
け
不
十
い
う
と
と
と
、

そ
れ
か
ら
そ
の
ほ
か
に
略
切
道
路
と
か
交
差
点
だ
と
か
と
う
凶
り
も
わ
は
設
け

在
け
判

u

ば
い
け
な
い
。
未
舗
装
の
川
内
分
校
一
部
あ
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
と
い
う
程
度
の
模
擬
道
路
の
設
置
条
件
は
以
上
の
よ
う
な
ζ

と

で
ど
ざ
い
主
十
。

。
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

〈
汐
時
政
光
君
)

ケ
中
の
放
送
機
を
廃
止
し
ま
し
て
語
学
学
習
装
置
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
経
緯
で
ど
ざ
い

ま
寸
が
、
昨
年
mu

六
月
ナ
シ

ゴ
ナ
ル
が
安
房
郡
内
の
全
学
佼
の
放
送
機
K
つ
き
ま
し
て
調
査
し
4
4
し
た
結
果
奇
持
つ
ず
な

b
ま
し
た
。
そ
判
，

K
基
づ
き
を
し
て
市
内
小
各
小
、
中
学
校
の
放
送
機
の
実
態
に
つ
い
て
了
知
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
寸
が
、
手
の
う
ち
、
館
山
市
の
中
学
校
K

あ
り
ま
し
て
は
一
中
の
放
送
機
、

そ
れ
か
ら
神
余
中
学
佼
の
放
送
機
、
小
学
校
に
あ
、
り
を
し
て
は
船
形
小
学
校
、
宮
崎
小
学
校
、
神
戸
小
学

校
と
の
五
伎
に
つ
き
を
し
て
は
、
現
在
の
放
送
機
を
各
学
校

K
備
え
ま
す
目
的

K
合
致
し
て
十
分
そ
の
機
能
を
果
し
得
て
い
な
い
円
。

そ
A
l
h

っ
た
よ
う
な
デ
'1
タ

i
が
み
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
令
。

一
中
と
船
形
小

そ
行
い
っ
た
と
と
か
ら
今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

b
ま
し
て
、

学
校
、
宮
崎
小
と
り
芯
え
ず
と
m
u

一一
一校
陀
つ
量
一定
し
て
予
算
の
計
上
を
が
願
い
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一
中
に
た
‘
き
芳
し
で
は
、
最
近
県
北
の
学
校

k

b
き
ま
し
て
語
学
学
習
の
器
具
J
伊
ω

購
入
し
古
仇
し
て
学
習
上
相
当
高
い
成
果
を
が
げ
て
い
る

状
況

K
か
ん
が
み

7
、
放
送
機
は
硯
在
の
と
ζ

ろ
伝
達
程
度
の
用
犯
は
何
と
か
間

K
合
っ
て
い
る
。

と
れ
は
そ
の
を
ま
で
け
っ
と
う
だ
。

そ
れ
よ
り
ζ

ち
ら
の
ほ
う
を
ぜ
ひ
取
he
上
げ
て
ほ
し
い
。

ζ
A
J
h

っ
た
要
望
が
あ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ず
。
事
実
現
在
一
中
の
放
送
機
に

あ
b
ま
し
て
は
、

ク
ラ
プ
活
動
に
使
う
と
か
、
そ
れ
か
ら
音
楽
を
流
す
と
か
そ
九
い
っ
た
部
分

K
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

が
、
伝
達
程
度
の
用
に
は
何
と
か
間
に
合
っ
て
い
る
。
と
う
い
っ
た
実
態
で
ど
ざ
い
ま
寸
。

そ
う
い
円
っ
た
ζ

と
か
ら
教
育
委
員
会
と
し
交
し

て
も
、
語
学
学
習
装
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
部
省
、
県
等
で
も
推
奨
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
を
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
そ
れ
を
一
部
の

ζ

う
い
っ
た
意
向
で
会
願
い
し
た
よ
う
な
次
第
で
ど
ざ
い
を
す
。
以
上
で
あ

b
ま
す
。

財
源
と
し
ま
し
て
と
れ
を
購
入
し
た
い
。

。
一
五
番

正
君
)

教
育
長
さ
ん

k
h
x
伺
い
し
ま
す
が
、
今
説
明
の
あ
っ
た
と
と
は
前
回
の
説
明
で
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す

(
石
井

均，



が
、
N
H
K
だ
か
ナ
シ
ョ
ナ
ル
だ
か
知
り
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
か
ら
指
定
さ
れ
た
放
送
施
設
を
、

一
中
が
な
が
す
か
ら
使
え

る
と
い
内
と
と
で
簡
単
陀
組
み
か
え
を
す
る
よ
う
な
考
え
方
で
い
い
か
ど
う
か
。

そ

5
い
う
と
と
を
-b
開
-
き
し
て
か
る
わ
け
で
そ
の
点
も
う

一
ぺ
ん
。

。
教
育
長

私
の
ほ
内
，
で
は
放
送
機
と
か
ピ
ア
ノ
の
よ
う
に
一
ど
き
に
多
緩
を
要
す
る
予
算
に
つ
い
で
は
、
各
学
校
の

合
同
木

正
君
)

配
当
分
と
は
別

K
全
市
的
立
場
か
ら
計
画
を
立
て
て
逐
次
補
充
し
て
い
〈
。
そ
う
い
っ
た
よ
う
念
特
別
予
算
を
組
ん
で
必
り
ま
す
。
と
と
ろ

が
、
学
校
側
で
は
語
学
学
習
装
置
を
ど
う
し
て
も
購
入
し
た
い
。
そ
う
し
を
寸
と
、
中
学
校
で
は
英
語
と
か
数
学
の
教
育
は
非
常
に
子
供
が

困
難
を
感
じ
ま
す
し
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
は
資
料
セ
ン
タ
ー
で
移
動
式
の
簡
易
学
習
装
置
考
幾
組
か
持
っ
て
hs

り
ま
す
け
れ
ど
も
、

中
で

は
そ
れ
を
定
置
し
て
そ
う
し
て
英
語
の
力
を
み
げ
る
こ
と

K
力
を
注
ぎ
た
い
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
告
仇
し
た
の
で
、
私
た
ち
の
ほ
う
で
は
学

校
側
の
議
ロ
意
を
信
じ
て
と
う
い

5
ょ
う

K
教
育
の
実
質
の
Z

聞
の
ほ
う
k
h
x
金
を
振

b
向
け
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
で
と
う
い
う
か

願
h

を
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
石
井

一
五
番

E
合
)

一
応
こ
う
い
う
と
と
が
出
て
し
ま
っ
た
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
が
、

と
う
同
う
の
は
ほ
か
の
学
校
に

。
も
同
じ
よ

5
な
形
式
の
予
算
要
求
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

こ
れ
を
や
は
り
は
っ
き

b
表
陀
出
す
と
日
ぼ
う
ぼ
う
か
ら
と
う
い
う
よ
う
な
組
み

か
え
て
も
ら
い
川
た
い
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

一
応
学
校
は
教
育
か
ら
い
わ
れ
れ
ば
ど
も
っ
と
も
で
す
と
い
っ
て
受
け
て
い

る
状
態
が
多
い
と
思
う
。

こ
う
い
う
ζ

と
を
表
に
は
フ
き
b
出
す
以
上
、

相
当
や
は

b
も
考
え
を
持
っ
て
h
s
ら
れ
な
い
と
、
今
後
の
紐

み
方

K
問
題
が
起
き
て
く
る
ん
引
は
な
い
か
。
今
後
こ
う
M

う
と

t
は
気
を
つ
け
て
や
っ
て
い
た
だ
〈
ほ
う
が
い
い
ん
で
は
念
凶
か
。

い
う
と
と
で
h
t

願
い
し
た
わ
け
で
す
。
以
上
。

(
嶋
田
石
蔵
若
)

番

石
井
議
員
の
淘
質
問
に
関
速
い
た
し
宣
し
て
、

一
中
の
語
学
学
習
装
置
と
れ
は
館
山
で
は
は
じ
め
て
こ
れ
を

。
入
九
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
十
ね
。
そ
れ
を
珍
聞
き
寸
る
わ
け
で
す
。

(
幽
一
二
)

と

う



〈
四
卯
)

0
・
教
育
長

正
君
)

i

k
ど
ざ
同
室
し
て
、
各
学
校
で
必
要

K
応
じ
て
侠
っ
て

b
り
ま
寸
。

(
高
木

特
別
教
室
と
い

P
形
で
や
る
の
が
は
じ
め
て
で
ど
ざ
い
ま
す
け
汽
ど
も
、
移
動
式
の
も
の
は
資
料
セ
ン
タ

。

〈
嶋
田
石
蔵
君
)

か
ら
自
由
に
使
用
で
き
ゐ
と
い
う
体
制

K
在
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
了
承
し
き
し
た
。

番

そ
う
し
主
寸

t
、
ζ

の
装
置
は
一
中
単
独
で
入
れ
る
け
れ
ど
も
、
他
の
学
校
は
と
の
装
置
を
資
料
セ
ン
タ
ー

。
0 
番

(
中
村
省
吾
君
)

た
だ
い
空
の
説
明
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ほ
う
か
ら
の
調
査
で
放
送
機
が
完
全
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
と

h

う
デ
ー
タ
ー
が
出
た
。

そ
う
い
う
御
説
明
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
η
が
一
点
と
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ

て
い
マ
の
か
と

h
ぅ
、
先
ほ
ど
ち
工
ツ
と
い
わ
れ
た
よ
う
で
ど
ざ
い
ま
十
が
、
具
体
的

K
そ
の
対
策
を
ど
ラ
考
え
て
シ
ら
灼
ふ
か

t
h
D
ζ

と

そ
れ
か
ら
放
送
機
が
そ
ウ
い
内
ふ
う

K
機
能
を
発
情
押
し
て
な
い
。
ぞ
れ
か
ら
一
中
の
説
明
の
中
ア
一
中
は
連
絡
用
の
程
度
で
け
っ

と
う
だ
。
そ
弓
い
う
説
明
が
晶
子
っ
た
。

が
一
点
。

一
体
放
送
機
と
い
う
も
の
は
連
絡
用
だ
け
で
今
後
い
い
の
か
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
教
育
委
員
会
と
し

て
は
従
来
の
方
針
今
い
(
改
め
て
そ
う
い
う
ふ
円
陀
在
つ
で
い
る
も
の
か
。
放
送
機
の
使
命
と
h

う
の
は
本
来
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、

教
育
上
か
ら
そ
れ
今
、そ
の
よ
う
に
か
え
ら
れ
る
か
、
ぞ
れ
が
第
二
点
。

そ
れ
か
ら
説
明
の
中
で
放
送
機
は
学
校
の
先
生
が
修
理
し
て
使
う
と
い
う
御
説
明
没
さ
れ
た
。
修
理
し
て
使
う
。
学
校
。
先
生
が
修
理
し

て
使
え
る
よ
う
な
も
の
を
四
十
五
万
在
千
円
組
ん
だ
の
か
と
い
う
ζ

と
で
す
。
学
校
の
先
生
は
い
わ
ば
し
与

5
k
で
し
ょ
う
ω

そ
a
フ
い
う
方

が
修
理
し
て
た
ゐ
る
よ
う
念
も
の
を
川
町
十
五
万
五
千
円
組
ん
だ
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
。
私
ど
も
当
初
予
算
を
承
認
し
た
と
き
に
は
ど
う
に
も

念
ら
危
い
か
ら
と
h

う
ふ
内
-
K
理
解
し
て
必
ゐ
。

そ
れ
が
あ
と
に
な
っ
て
学
伎
の
先
主
が
修
理
し
て
使
え
る
も
の
だ
O

K
内
て
い
納
得
で
き

な
い
。

ζ

の
三
点
に
つ
い
て
御
説
明
間
引
い
た
い
。

。
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

(
汐
崎
政
光
君
)

御
質
問
の
一
点
小
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
資
料
の
点
に
つ
き
」
ま
し
て
府
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

た
ま
た
ま
市
内
の
放
送
機
の
実
態
を
把
握
い
た
し
ま
す
の
陀
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。
苦
慮
し
て
b
h
y
主
寸
際
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
セ

i

官、

ら
に



ル
ス
が
参

b
ま
し
て
、
そ
の
セ
ー
ル
ス
の
持
っ
て

h
u
b
を
し
た
資
料
を
ち
ょ
っ
と
見
た
わ
汁
で
ご
ざ
い
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
の
持
っ
て
が

b
ま

し
た
資
料
の
中
に
各
学
佼
の
放
送
機
の
実
態

K
つ
い
て
メ
モ
し
て
ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
便
宜
委
員
会
の
資
料
と
し
て
吸
収
し
た
と

い
っ
た
関
係
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
デ
ー
タ

K
つ
い
て
の
い
き
さ
つ
で
ど
ざ
い
ま
す
。
放
送
機
購
入
し
ま
す
に
£
た
り
・
呼
仇
し
て
位
、
そ
の
デ

i
タ

ー
も
照
ら
し
合
わ
せ
ま
し
て
、
各
学
校
か
ら
の
状
況
報
告
の
中
で
一
応
そ
の
実
態
を
把
握
し
た
つ
も
り
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
過
程
に
か
き

受
し
て
、

一
中
の
放
送
機
が
ζ

れ
は
三
十
五
年
に
購
入
し
て
あ
る
も
の
で
ど
ざ
い
」
ま
す
が
、
そ
の
配
線
の
状
態

そ
れ
か
ら
放
送
機
の
音
質
、

以
上
二
点
hx
も

K
ぐ
あ
い
が
ね
る
い
と
と
を
考
え
ま
し
て
、
予
算
編
成
時
点
に
が
い
て
は
予
算
に
計
上
さ
!
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。
放
送
機
の
機
能
が
た
だ
単

K
伝
達
だ
け
の
機
能
で
あ

b
さ
す
と
し
烹
寸
と
、
何
と
か
間
陀
合

5
状
態
で
ど
ざ
い
・
2
4到
。
ぁ
J
』
放
送
械

の
機
能

K
つ
h

て
は
吉
田
課
長
の
ほ
う
よ
り
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
学
校
教
育
課
長

放
送
機
の
機
能

K
つ
い
て
卦
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

(
士
口
国
経
夫
君
)

放
送
機
は
、

一
番
最
初
に
使
わ
れ
出
し
た
の
は
伝
達
と
い
う
面
が
各
教
室
一
人
一
人
に
簡
便

K
放
送
室
か
ら
流
さ
れ
る
と
什
に
よ
っ
て
筒

単

K
伝
達
で
き
る
と
い
う
の
が
一
番
最
初
の
取

b
得
で
ご
ざ
い
を
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
後
、
特
別
教
育
活
動
k
h
k
h
て
各
学
校
で
使
幻
れ
る

ょ
う

K
な
っ
て
か

b
ま
す
。
た

't
え
ば
、
各
学
級
で
音
楽
を
や
っ
た
も
の
を
全
佼
の
子
供
た
ち
に
放
送
を
通
じ
て
聞
か
ぜ
ょ
う
で
は
な
い
か
ゾ

あ
る
い
は
各
学
校
で
学
級
で
国
語

K
出
て
参
り
を
し
た
劇
、
教
材
念
ん
か
を
学
習
し
た
も
の
を
全
員

K
聞
か
し
て
自
分
た
ち
の
成
果
を
知
ら

せ
よ
う
で
は
な
い
か
。

と
う
い
う
よ
う
な
場
合

K
は
放
送
施
設
を
利
用
し
て
か

b
斐
す
。
そ
れ
は
放
送
施
設
の
な
か
っ
た
頃
は
講
堂
陀
よ
く

集
会

b
ま
し
て
そ
う
い
久
J

乙
と
は
や
っ
て
が
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
弓
し
て
使
5
と
な
が
簡
便

K
や
れ
る
と
い
う
ζ

と
で
そ
う
い

う
と
と
に
使
わ
れ
て
か

b
金
十
。
以
上
で
す
。

教
育
長

〈
高
木

正
君
)

私
た
ち
は
ど
の
程
度
申
し
上
げ
た
ら
い
い
か
わ
か
り
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、

。

一
つ
は
学
校
格
差
を
な
く
す
る

た
め
の
い
山
ろ
い
ろ
の
施
設
、
設
備
を
し
た
い
ち
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
内
し
た
場
合

K
、
英
語
学
習
と
い
う
も
の
も
そ
う
h
及
川
上
か
ら
ぜ
ひ

(
四
江
)



(
四
ム
ハ
)

や
ら
左
け
れ
ば
た
ら
な
h

ζ

と

K
念
つ

γ
参
h
y
士
、
寸
。
そ
う
し
た
場
合
に
一
つ
し
っ
か
り
し
た
施
設
、
設
備
が
ほ
し
h

。
そ
う
い
う
も
の
は

あ
る
程
度
期
間
を
置
い
て
慌
用
し
変
凶
と
も
世
間
の
格
差
を
た
く
寸
場
合
、
そ
う
い
う
施
設
が
で
き
た
場
合
に
キ
!
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

そ
う
し
た
含
み
も
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
学
校
側
の
切
た
る
顔
い
も
ど
ざ
い
ま
し
た
し
、

使
え
な
い
と
と
が
あ
ゐ
わ
け

γ
ご
ざ
い
合
す
。

放
送
機
mu
果
す
機
能
よ
h
一も
語
学
学
習
の
機
能
の
ほ
う
が
よ
h
ノ
学
校
経
営
上
切
実
さ
を
増
し
て
?
h
'
F
い
う
の
で
、

と
と
で
将
来
の
と
と
も

考
え
て
転
換
し
た
わ
け
ヤ

ζ

ざ
い
交
寸
。

。
二

O
番

(
中
村
省
吾
若
)

が
ま
り
一
一
私
の
質
問
が
理
解
さ
札
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
基
本
的

K
私
が
質
問
し
た
と
と
は
、

も
う
一
回

繰

b
返
し
ま
す
が
、
放
送
機
と
い
う
も
の
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
調
査
に
主
れ
ば
連
絡
用
の
機
能
し
か
果
ぜ
な
い
と
い
う
ζ

と
を
か
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
ず
そ
ち
い
う
と
と
J
J
n

考
え
る
。
先
JA
叫
の
御
説
明
の
中
で
放
送
機
は
学
校
の
先
生
が
修
理
し
て
使
う
か
ら
と
い
う
説
明
が
あ

そ
れ
が
一
点
、

っ
た
。
止
と
λ

が
当
初
予
訴
で
は
放
送
機
が
だ
め
だ
か
ら
叩
↑十
立
万
五
千
円
組
ん
だ
。
そ
う
す
る
と
逆

K
い
え
ば
学
校
の
先
生
が
し
ろ
う
と

が
修
理
し
て
も
な
余
る
工
う
な
も
の
を
何
ゆ
え
に
と
う
し
た
予
算
を
組
ん
だ
か
。
四
十
五
万
五
千
円
も
組
む
と
き
は
一
体
ど
う
い
う
と
と
だ

そ
れ
か
ら
放
送
機
・
と
い
う
も
の
は
元
来
が
連
絡
用
で
改
変
い
刀
け
で
す
。
学
校
教
育
の
た
め
各
学
校

K
取

b
つ
け
る
と
い
う
の

っ
た
ん
だ
。

け
当
初
ど
う
い
山
う
た
考
え
で
あ
っ
た
か
教
脊
委
員
会
と
し
て
は
、
そ
れ
が
現
在
で
は
連
絡
用
だ
け
で
あ
れ
ば
い
い
の
だ
と
い
う
ど
と
で
そ
う

h

う
変
換
4
7
し
た
の
か
。

も
う
一
度
答
弁
顔
い
た
い
。

吏
ず
、
担
当
の
課
長
の
三
う
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
白と
い
う
と
と
ば
が
出
ま
し
た
が
、

で
学
校
側
と
も
十
分
話
し
合
い
を
し
た
し
、
私
た
ち
の
ほ
う
も
見
陀
行
っ
た
結
果
、

ζ

の
三
点
J
T
私
伺
っ
た
。

。
教
育
長

〈
高
木

正
右
)

こ
れ
は
私
た
ち
の
ほ
う

一
中
の
放
送
機
は
た
し
か
音
質
も
か
わ
っ
て
し
ま
っ
て

hv
り
ま
す
し
、

そ
れ
か
ら
大
き
い
声
の
と
と
み
も
あ
ゐ
υ

小
さ
い
声
し
か
開
え
な
い
と
と
ろ
も
あ

b
立
す
し
、

と
れ
は
予
算
を
取
っ
て
か
え

た
ま
た
ま
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
っ
か
ん
だ
資
料
と
私
た
ち
の
ほ
う
で
把
握

な
け
れ
ば
な
ら
左
い
と
h

う
ふ
う
に
判
断
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

し
た
も
の
が
一
致
し
た
と
い

h

り
と
と
で
ど
ざ
い
ま
十
。



そ
れ
か
ら
、
第
二
点
の
放
送
機
は
学
校
の
教
師
が
修
渇
す
る
程
度
の
も
わ
一
念
ら
は
寅
い
か
え
念
く
て
も
い
い
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
》
考
え
だ
と
思
い
を
す
が
、
学
校
側
は
い
わ
ゆ
る

L

h
装
置
が
、
語
学
学
習
装
置
が
ど
う
し
て
も
ほ
し
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、

そ
れ
が
ほ
し
い
も
の
で
す
か
ら
、

こ
ち
ら
の
ほ
《
は
が
を
ん
寸
る
の
で
ζ

の
予
算
の
使
い
方
の
転
換
チ
し
て
ほ
し
い
と
い
う
と
と
で

ど
ざ
い
交
し
た
の
で
、

私
た
ち
の
ほ

5
は
そ
れ
に
応
じ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
空
し
て
、
放
送
機
は
機
能
的
に
は
総
合
的
な
発
表
用
、
た
と
え
ば

台
本
づ
く
り
-
と
か
演
出
存
す
る
と
か
そ
う
h

っ
た
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
連
絡
用
と
二
つ
あ
る
わ
付
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
学
校
運
営
上
、

講
堂
の
中
陀
入
れ
て
発
表
会
を
や
る
と
か

ぞ
う
い
う
と
と
に
か
え
る
の
で
、
語
学
学
習
装
誼
の
ほ
う

K
転
換
し
て
ほ
し
い
と
い
う
と
と
で

そ
う
い
う
い
き
さ
つ
の
転
換
が
あ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
放
送
機
を
連
絡
用
だ
け

K
転
換

は
い
え
し
て
h
，

b
ま
ぜ
ん
υ

以
上
で

ζ
ざ
い
ま
す
。

ど
ざ
い
を
す
む
で
、

。
ニ
O
番

(
中
村
省
吾
若
)

そ
う
在
る
と
一
フ
の
問
題
が
出
る
ん
で
す
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
放
送
機
は
連
絡
用
の
み
の
と

h
D

一
中
の
と
の
放
送
機
は
連
絡
用
の
み
だ
と

ζ

と

K
は
そ
れ
を
伝
換
し
て
在
い
と
い
う
と
土
全
今
は
っ
き

b
か
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
と
と
ろ
が
・

は
つ
え
p
b
b
っ
し
ゃ
っ
て
b
る
ν

と
れ
は
ど
内
寸
る
の
だ
と
い
う
問
題
が
出
て
ぐ
λ
。
連
絡
用
に
使
え
る
の
な
ら
使
え
と
い
う
と
と
が
出
て

必
る
D

前
に
は
っ
き
、
り
か
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
果
し
て
い
い
の
か
。
で
す
か
ら
手
れ
以
上
申
し
上
げ
支
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
問
題
は
ζ

わ
れ
わ
れ
が
予
算
編
成
時
に
予
算
特
別
委
員
会
主
で
設
置
し
て
慎
重

K
審
議
し
て
、

う
い
う
と
と
を
提
案
し
ず
く
る
ζ

と
自
体
が
な
か
し
い

皆
さ
ま
方
も
そ
九

K
相
ホ
の
説
明
没
さ
れ
て
と
れ
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
い
う
と
止
を
私
ど
も
は
認
め
た
。
議
会
も
承
認
し
た
。
そ
れ
を
議

会
陀
何
ら
一
言
も
相
談
を
ぐ
し
て
と
う
い
う
重
大
な
問
題
を
と
ん
な
に
簡
単
左
ζ

と
で
組
み
か
え
し
て
く
る
。
は
っ
き
り
い
え
ば
議
会
経
祝

だ
。
い
い
か
え
れ
ば
そ
円
い
う
こ
と
が
必
か
し
い
。

乙
の
点
は
今
後
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
後
段
い
わ
れ
を
し
た
確
か
に
語
学

学
習
装
置
が
入
れ
ば
な
か
将
来
的

K
い
い
と
い
内
こ
と
は
当
然
わ
か
る
が
け
で
す
。
そ
の
と
止
は
わ
か
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う

に
た
だ
単

K
す
り
た
え
て
出
ぜ
ば
通
る
ん
だ
と
い
う
ふ

5
K
思
わ
れ
る
と
と
が
心
外
だ
。

〈
凶
七
)



(
四
八
)

そ
れ
か
ら
、

一
中
の
修
理
止
い
う
け
れ
ど
も
、

そ
の
修
理
費
を
ど
と
か
ら
出
す
ん
だ
。
修
理
費
を
ど
と
に
組
ん
ア
あ
る
の
か
。
全
然
金
が

一
一
銭
も
か
か
る
ず
に
修
理
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
。

そ
の
点
答
弁
願
い
会
す
。

。
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

〈
汐
崎
政
光
君
)

い
ろ
い
ろ
あ
り
が
た
い
御
意
見
ち
ょ
う
が
い
い
た
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
と
と
ス
一
応
伝

達
程
変
の
用
付
修
理
し
也
は
い
で
開
花
合
つ
ナ
h
t

・
り
ま
ナ
υ

た
だ
、
修
理
の
必
要
の
主
じ
ま
し
た
場
合

κは
す
で
に
予
算
に
計
上
し
て
ど
ざ
い

ま
す
備
品
修
繕
費
か
ら
補
い
ま
寸
。
以
上
。

。
二

O
番

(
中
村
省
吾
君
)

わ
か
り
古
仇
し
た
。
備
口
叩
修
繕
品
質
か
ら
出
す
と
い
う
と

er
で
ナ
け
品
川
ど
も
、
そ
れ
た
ら
ば
非
常
に
わ
ー
か
の

も
の
だ
と
い
内
と
と
が
い
え
る
。
そ
う
い
久

ζ
-
F
で
済
む
よ
う
念
問
題
だ
っ
た
ら
四
十
五
万

k
い
う
も
の
を
組
受
な
く
て
も
h

い
ん
い
よ
1
ζ

と
-K
一
舟
び
在
る
。
そ
ゑ
つ
い
ろ

ζ

と
で
ど
ざ
h
4
a
寸
の
で
、

と
の
点
は
今
後
十
分
気
4
7
つ
け
て
。
な
か
、
放
送
機
と
い
う
の
は
、
従
来
の
使
命

が
達
成
で
き
ふ
よ
う
な
、
は
つ
台
り
と
機
能
争
発
揮
で
者
-
る
よ
う
念
装
置

K
し
て
い
川
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
を
連
絡
用
で
さ
え
お
れ
ば
い
い
の

だ
lr
い
内
考
え
は
ぜ
ひ
と
も
是
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
で
す
。

。
議
長

(
一
泊
村
真
次
君
)

他
K
御
質
疑
ど
ざ
い
を
ぞ
ん
か
。
1

1

1

1
御
質
疑
た
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

。
議
長

(
酒
村
真
次
浩
)

hx

は
か
h
y
い
た
し
を
す
。

T
A

案
を
討
論
省
略
採
決
す
る

K
御
異
議
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
在
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

御
車
内
議
な
し
と
認
め
主
す
。

会
は
か

b
凶
た
し
・
ま
す
。
本
案
を
原
案
の
通
り
可
決
す
る
に
潟
異
議
t
の
り
ま
せ
ん
か
。

、ー〆



。。。。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
授
し
」
と
呼
ぶ
者
る

b
)

よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

議
長

〈
西
村
真
次
君
)

議
案
第
七
十
一
号

議
案
第
七
十
二
号

議
案
第
七
十
三
号

議
長

(
西
村
真
次
君
)

採

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

(
「
異
議
注
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

案

の

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
c

上

程
日
程
第
十
一
、
議
案
第
七
十
一
考
乃
至
議
案
第
七
十
三
号
キ
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

。

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
没
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
二
三

昭
和
凶
十
五
平
度
館
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
点
二
号
)

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
補
正
予
算
(
福
一
号
)

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

'
1
1
1
1
1
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
寸
。

決;
hv
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
旬
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

(
四
九
)



(
立

O
)

ι
ー
は
か

b
い
た
し
ま

L
3
0

本
案
を
原
案
の
通

b
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
っ

(
「
異
議
在
し
l

と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
村
真
次
ヨ
)

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
寸
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
際
御
報
告
申
し

L
げ
ま
す
υ

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
江
田
徳
太
郎
君
、

副
委
員
長

K
遠

山
ヨ
ネ
子
君
が
そ
れ
ぞ
に
当
、
返
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
寸
。

日

程

の

追

カ口

。
議
長

(
西
村
真
次
で
)

か
は
か
れ
い
た
し
ま
十
。
た
だ
い
ま
議
案
沼
市
七
十
羽
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
際
友
議
案
会
自
主
に
追
加
し
、
議
題
と
M

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
，

ζ
れ
に
御
異
議
あ
わ
を
ぜ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
吉
村
真
次
号
)

制
異
議
危
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
と
と
に
決
定
い
え
し
ま
し
た
。

議

案

の

上

程

。
議
長

(
西
村
真
次
?
)

議
案
第
で
十
四
号
館
山
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
を
配
付
h

た
し
」
す
。

1
1
1
1
1
議
案
の
配
付
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

..配
宮内

漏
れ
投

じ
と
き刃
ロ品、

め、
古

す



。

(
書
記
朗
読
〉

議
案
第
七
十
向
号

議

案

の

M
V

山
市
監
査
委
員
の
選
任

K
つ
い
て

十
月
一
白
脅
も
ち
を
し
て
任
期
満
了
と
念

D
ま
す
監
査
委
員
に
佐
々
木
一
男
君
宏
ぜ
ひ
御
検
討
の
上
、
満
場

内

容

説

明

市
長

(
本
間

設

者

)

一
致
で
御
承
認
え
ま
わ
ム
ん
と
と
を
な
一
明
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
寸

3

御
質
疑
な
し
と
認
め
を
す
。

。。。。
議
長

(
西
村
真
次
君
ザ

採

議

長

(
西
村
英
次
宍
}

御
質
疑
ご
ざ
い
ま
『
ん
か
。

i央
な
ば
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
JFE
討
論
省
略
採
決
す
る

W
御
呉
議
あ
h
J
ま
ぜ
ん
か
。

議
長

(
西
村
真
次
世
円
〉

(
「
異
議
な
ト
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
ナ
。

が
は
か
り
い
た
し
ま
寸
。

本
案
J
T
原
案
の
通
り
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
h
y
き
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
左

L
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
ゾ

議
長

ハ
西
村
真
次
骨
片
)

御
異
議
危
し
と
認
め
主
ナ
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
似
通
タ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

(
五
一
)



(
立
二
)

延

会

。
議
長

末
日
の
会
議
は
ζ

れ
に
て
延
会
と
h

た
し
ま
す
。
次
会
ば
明
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
委
員
会
審

(
西
村
真
次
君
)

査
の
た
め
休
会
と
!
、

十
月
五
日
午
前
十
時
開
会
と
い
L

た
し
ま
十
。
そ
の
議
事
肘
認
定
市
一
口
方
乃
至
第
六
号
昭
和
即
十
四
年
度
決
算
げ
か
か

五
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
審
査
の
経
過
並
び

K
結
果
の
報
告
、
討
論
、
採
決
'
と
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
二
十
七
分

延

会

。
本
自
の
会
議
に
付

1
hた
事
件

一
、
認
定
第
二
万
乃
至
認
定
第
大
号

一
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び
委
員
の
選
任
・
付
託

一
、
報
告
第
五
号

一
、
議
案
第
六
十
三
号
乃
至
議
案
第
七
十
三
号

一
、
日
程
追
加
・
議
案
第
七
十
四
号
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